
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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おいしい手料理
　今月はバレンタインデーにちなんで、「混ぜるだけで簡
単・おいしい、失敗なし」という高橋さんの簡単手作りお
菓子２品目です。甘～く幸せなひと時をどうぞ。

＜材料＞（直径18㌢㍍型１個分）
●チョコレート（ビターまたはスイート）…130㌘
●グラニュー糖…50㌘
●バター …100～120㌘
●生クリーム…80㌘
●卵黄…玉子４個分
●薄力粉…50㌘（一部（３分の１程度）をアーモンドプードルにす
　るとコクのある仕上がりになります。その場合、油分が多くなる
　のでバターは少し減らす)
●ココア（無糖の純ココアを使用)…30㌘
●卵白…玉子４個分
●グラニュー糖…80㌘
●好みの洋酒(ラム･ブランデーなど)…適量

＜下準備＞
○粉類は合わせてふるっておく。
○オーブンをセ氏180℃で予熱しておく。
○型に薄くバターを塗り、型に合わせて切ったオーブンペーパーを
　張っておく。

＜作り方＞
① 材料Ａをすべて耐熱ボールに入れ、電子レンジで解かす（３分間
　 くらい)。もしくは湯せんで解かす。
② ①をホイッパーでなめらかになるまで混ぜ、次いで卵黄をよく混
　 ぜながら1個ずつ入れる。洋酒を加える場合はここで入れてよく
　 混ぜる。
③ 合わせてふるった薄力粉とココアを②のボールに入れ、ホイッパ
　 ーで粉っぽさがなくなるまで混ぜる。
④ メレンゲを作る（卵白に、２、３回に分けてグラニュー糖を加え、
　 ピンと角（つの）が立つくらいのしっかりしたメレンゲにする）。
⑤ ③にメレンゲの３分の１を入れ、ホイッパーでよくなじませる。
　 残りのメレンゲを２回に分けて入れ、ゴムべらでさっくり混ぜ合
　 わせる。
　 ※メレンゲの白い部分が残らないように‼
⑥ 型に流し入れ（型を軽くトントンと落とし、型入れした材料の空
　 気を抜く)、セ氏180℃のオーブンで25～30分間くらい焼く。焼き
　 上がったらオーブンから出し、型のまま冷ます。
⑦ 冷めたら型から出し、粉糖（分量外)を茶こしで振って完成。

　冷たくしたものに７分立てくらいの生クリームを添えて召し上が
れ！　マフィン型にペーパーを敷き、八分目くらいまで入れて同様
に焼くと、プレゼント用に小さなケーキが12個くらい出来ます。焼
き時間は15～20分間が目安です。
※ラズベリー(冷凍)などをトッピングして焼くと見た目にもかわい
く仕上がります。その場合はココアの分量を減らし、洋酒も軽めの
ものに代えると酸味とのバランスが取れます。（高橋　美智子さん）

【食べて健康・豆知識】
　　洋菓子の材料は玉子、バター、生クリーム、砂糖など。バター
や生クリームをたっぷりと使うほど甘くておいしいので、いくらで
も食べることができそうですね。でもそんなお菓子ほど要注意。高
カロリー、高脂肪です。食べ過ぎは肥満、脂質異常症、糖尿病など
生活習慣病を引き起こしかねません。適量を心がけましょう。この
ガトーショコラ１個分のカロリーは約2900㌔カロリー。ご飯１杯
分（約100㌘）の熱量と比較すると、18杯分にもなりますよ。

　　　　　　　　　　　（住民福祉課栄養士　中村　弘美さん）

▼第35回ひがしかわ氷まつり

▼「君の椅子」プロジェクト2009デザイナーに決まった小泉誠氏来町
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　故飛彈野数右衛門氏をしのんで＝表紙

は「ぼくの日記帳は、カメラだった。」から

「腰に刀をさし、チューインガムで遊ぶ四

男。西八号北二番地。1954（昭和29）年

撮影」

　元町収入役。昨年12月30日、満94歳で

逝去されました。2008（平成20）年度町

長表彰、2001（同13）年第17回東川賞特

別賞受賞。

　14歳でいとこからカメラをプレゼント

されたことがきっかけで町内の行事や出

来事などを写し始めました。80年間に渡

って町の歴史を克明にフィルムに記録し、

町の昭和史を語る貴重な映像記録を残し

ました。謹んでお悔やみ申し上げます。

◇

　２月８日午前９時（再放送は同日午後

８時）から、ＮＨＫ教育テレビの番組「新

日曜美術館」で、飛彈野さんの足跡が紹

介される予定です（放送は予告なく変更

となることがあります）。

（関連記事はくらしネットワーク欄16㌻

にも掲載）
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作
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得
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。
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す
。
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Ｃ
Ｃ
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▼
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旭
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Ｉ
Ｃ
Ｃ
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北

の
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然
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優
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佐
藤
義
則
（
深

の
大
自
然
」
▼
準
優
勝　

佐
藤
義
則
（
深

川
氷
刻
会
）
「
光
」
▼
３
位　

岩
田
英
樹

川
氷
刻
会
）
「
光
」
▼
３
位　

岩
田
英
樹

（
東
川
氷
土
会
）
「
一
瞬
」
▼
４
位　

細

（
東
川
氷
土
会
）
「
一
瞬
」
▼
４
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細

川
雅
豊
（
同
）
「
舞
」
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５
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豊
（
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）
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５
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（
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ン
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ル
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タ
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ェ
イ
ミ
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旭
川
福
祉
専

門
学
校
保
育
科
「
沖
縄
旅
行
の
思
い
出
〜

門
学
校
保
育
科
「
沖
縄
旅
行
の
思
い
出
〜

シ
ー
サ
ー
〜
」
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努
力
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役
場
親
交
会

シ
ー
サ
ー
〜
」
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努
力
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役
場
親
交
会

「
ウ
ォ
ー
リ
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▼
同　

北
央
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用
組
合

「
ウ
ォ
ー
リ
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」
▼
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北
央
信
用
組
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東
川
支
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ま
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も
っ
こ
り
」
▼
特
別
賞

東
川
支
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「
ま
り
も
っ
こ
り
」
▼
特
別
賞

丸
己
「
牛
」
▼
小
雪
像
優
秀
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東
川
高

丸
己
「
牛
」
▼
小
雪
像
優
秀
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東
川
高

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
白
ク
マ
の
『
つ
よ
し
』
」

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
白
ク
マ
の
『
つ
よ
し
』
」

　

週
末
２
日
間
の
祭
り
は
、
両
日
と
も
穏

や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
２
日
目

の
本
ま
つ
り
、
18
日
は
氷
点
下
３
度
（
午

後
３
時
）
ま
で
最
高
気
温
が
上
が
っ
て
暖

か
な
陽
気
に
な
り
、
家
族
連
れ
が
次
々
と

訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
町
民
ら
手
作
り
の
雪
像
19
基
、

日
本
氷
彫
刻
会
旭
川
支
部
の
氷
彫
刻
コ
ン

ク
ー
ル
氷
像
14
基
が
出
来
栄
え
を
競
い
ま

し
た
。
会
場
に
向
か
う
一
丁
目
道
路
は
、

道
路
沿
い
の
雪
明
り
に
映
え
る
夜
の
ア
イ

ス
キ
ャ
ン
ド
ル
に
加
え
、
新
た
に
ウ
ッ
ド

ラ
ン
タ
ン
も
登
場
し
ま
し
た
。
郷
土
資
料

館
前
に
は
、
第
二
小
と
第
三
小
児
童
の
氷

彫
刻
作
品
17
基
の
力
作
も
並
ん
で
来
場
者

を
お
出
迎
え
。

　

17
日
午
後
７
時
、
前
夜
祭
は
圧
巻
、
花

火
大
会
で
幕
開
け
し
ま
し
た
。
会
場
に
は

約
２
千
人
が
訪
れ
、
間
近
で
次
々
と
打
ち

あ
が
る
迫
力
い
っ
ぱ
い
の
音
と
大
花
火
に

息
を
の
ん
で
「
お
お
ー
っ
」
と
歓
声
の
連

続
。
花
火
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
張
り

切
る
観
客
の
姿
も
増
え
ま
し
た
。

　

好
天
の
本
祭
り
会
場
は
２
日
目
、
「
く

る
く
る
ダ
ー
ツ
」
「
雪
上
玉
入
れ
」
「
キ

ッ
ク
ボ
ー
ル
」
な
ど
の
雪
上
ラ
リ
ー
ゲ
ー

ム
、
氷
柱
44
本
を
使
っ
て
作
っ
た
距
離
約

22
メ
ー
ト
ル
の
大
滑
り
台
「
レ
イ
ン
ボ
ー

ス
ロ
ー
プ
」
に
子
供
た
ち
の
歓
声
が
響
き

ま
し
た
。
飛
び
入
り
大
歓
迎
の
餅
つ
き
大

会
は
、
約
30
㌔
㌘
の
も
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を
用
意
。
つ

き
た
て
の
ご
ま
も
ち
、
き
な
こ
も
ち
を
食

べ
よ
う
と
、
来
場
者
の
長
蛇
の
列
が
で
き

ま
し
た
。
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Ｂ
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披
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本
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彫
刻
会
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支
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の
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彫
刻
コ
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芦
別
市
の
ホ
テ
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調
理
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、

森
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（
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（
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東
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瞬
」
▼
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雅
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（
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武
田
政
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チ
ェ
ン
ジ
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海
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力
㈱
旭
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力

セ
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ッ
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」
▼
優
秀
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信
用
組
合
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ま
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こ
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特
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像
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秀
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東
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白
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の
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35
回
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が
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わ
氷
ま
つ
り

家
族
連
れ
で
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況
、好
天
に
恵
ま
れ
ち
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っ
子
も
歓
声
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35
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わ
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ま
つ
り

家
族
連
れ
で
盛
況
、好
天
に
恵
ま
れ
ち
び
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子
も
歓
声

　

道
内
各
地
の
冬
祭
り
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
雪
と
氷
の
祭
典
、
第
35
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
が
17
日
か
ら
３
日
間
、
羽
衣
公
園
を
メ
ー
ン
会
場

に
開
か
れ
ま
し
た
。
穏
や
か
な
好
天
続
き
だ
っ
た
ま
つ
り
期
間
中
の
週
末
２
日
間
で
、
昨
年
よ
り
約
３
千
人
多
い
約
１
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、

好
み
の
雪
像
を
前
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
会
場
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
大
滑
り
台
な
ど
で
は
子
供
た
ち
の
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

道
内
各
地
の
冬
祭
り
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
雪
と
氷
の
祭
典
、
第
35
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
が
17
日
か
ら
３
日
間
、
羽
衣
公
園
を
メ
ー
ン
会
場

に
開
か
れ
ま
し
た
。
穏
や
か
な
好
天
続
き
だ
っ
た
ま
つ
り
期
間
中
の
週
末
２
日
間
で
、
昨
年
よ
り
約
３
千
人
多
い
約
１
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、

好
み
の
雪
像
を
前
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
会
場
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
大
滑
り
台
な
ど
で
は
子
供
た
ち
の
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

氷雪像コンクールで優勝の

▲

「ポッチャマ」は記念撮影
用に大人気

▲日本氷彫刻会旭川支部氷
　彫刻コンクール優勝作品
　「北の大自然」

ちびっ子に大人気の大滑り台

▲

「レインボースロープ」　
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1
月
11
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
平
成
21
年
成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
２
人
多
い
58
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
町
内
で
今
年
20

歳
を
迎
え
る
の
は
１
１

９
人
（
う
ち
北
工
学
園

の
学
生
41
人
、
町
外
か

ら
の
成
人
式
出
席
希
望

13
人
、
中
国
人
農
業
研

修
生
７
人
）
。

　

昨
年
よ
り
14
人
多
い

門
出
で
す
。
初
の
平
成

生
ま
れ
新
成
人
の
誕
生

を
迎
え
ま
し
た
。
既
に
結
婚
し
て
い
る
女

性
も
２
人
参
加
し
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
か
ら
「
世
界
の
中
の
一

人
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
志
新
た
に
大

地
を
し
っ
か
り
踏
み
し
め
て
生
き
て
ほ
し

い
。
多
く
の
人
か
ら
『
あ
り
が
と
う
』
と

感
謝
さ
れ
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

北
見
の
看
護
大
学
生
は
「
将

来
は
助
産
師
を
目
指
し
た
い
」
、

旭
川
の
建
設
会
社
に
勤
務
し
て

い
る
男
性
は
「
一
級
建
築
士
を

取
得
し
た
い
」
、
メ
デ
ィ
ア
デ

ザ
イ
ン
を
選
考
し
て
い
る
と
い

う
大
学
生
は
「
映
像
を
作
っ
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

を
し
た
い
」
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
就
職
と
い
う
学
生
に
混
じ
っ

て
、
18
歳
で
結
婚
し
、
１
歳
４
カ
月
の
長

男
と
一
緒
に
参
加
し
た
と
い
う
女
性
も
振

り
袖
姿
で
旧
友
と
の
再
会
を
懐
か
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
、
大
雪
消
防
組
合
東

川
消
防
団
（
金
盛
勇
松
団
長
）
の

出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

曇
り
空
な
が
ら
穏
や
か
な
年
頭

の
事
初
め
に
な
り
ま
し
た
。
５
分

団
73
人
が
出
動
し
ま
し
た
。
道
道

旭
川
旭
岳
温
泉
線
約
４
０
０
㍍
を

分
列
行
進
。
ひ
が
し
か
わ
道
草
館

前
で
松
岡
市
郎
町
長
の
観
閲
を
受

け
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

分
列
行
進
の
後
、
東
川
町
農
協
本
所
大

ホ
ー
ル
で
勤
続
表
彰
式
を
行
い
、
14
人
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）。

【
東
川
町
長
表
彰
】

勤
続
30
年　

金
盛
勇
松（
団
本
部
団
長
）▼
同
25
年

　

松
倉
龍
秀（
第
３
分
団
部
長
）、原
功
一（
同
）、樽

井
功
（
第
４
分
団
同
）▼
同
20
年　

林
克
政
（
第
２

分
団
同
）、河
治
均（
第
５
分
団
同
）、馬
場

伸
二
（
同
班
長
）▼
同
15
年　

平
川
和
彦

（
第
１
分
団
同
）、
畑
中
貴
樹（
第
４
分
団

同
）▼
同
10
年　

中
田
博
之
（
第
３
分
団

団
員
）、畑
中
雅
晴（
第
４
分
団
同
）

　

金
盛
勇
松
、林
克
政
、河
治
均
、馬
場
伸

二
の
４
氏
は
、
ほ
か
に
道
知
事
表
彰
、
道

消
防
協
会
長
表
彰（
林
、河
治
、馬
場
３
氏

は
大
雪
消
防
組
合
管
理
者
表
彰
も
）。

【
他
の
道
知
事
表
彰
、道
消
防
協
会
長
表
彰
者
】

▼
同
10
年　

中
田
博
之（
第
３
分
団
員
）、
畑
中
雅

晴（
第
４
分
団
同
）、中
村
健
一（
東
消
防
署
副
士
長
）

＝
道
消
防
協
会
長
表
彰

【
東
川
消
防
団
連
合
後
援
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
５
年　

丸
山
弘
二（
第
２
分
団
員
）、
宮
崎

充
嗣（
第
３
分
団
員
）

【
旭
川
治
安
協
力
会
長
表
彰
】

▼
感
謝
状　

堀
部
國
正（
団
本
部
元
団
長
）

　

写
真
甲
子
園
の
第
１
回
出

場
校
選
手
だ
っ
た
大
阪
市
立

工
芸
高
校
Ｏ
Ｂ
の
大
阪
在
住

の
カ
メ
ラ
マ
ン
、
藤
井
太
郎

さ
ん
（
31
）
が
、
15
年
間
あ

こ
が
れ
続
け
て
い
た
思
い
出

の
写
真
甲
子
園
出
場
の
地
・

東
川
で
婚
姻
届
を
提
出
、
新

婚
旅
行
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
月
19
日
、
新
妻
の
佐
知
（
旧
姓
篠
原
）

さ
ん
（
30
）
と
２
人
で
役
場
に
結
婚
を
届

け
出
し
ま
し
た
。
４
泊
５
日
の
新
婚
旅
行

で
町
内
の
旭
岳
温
泉
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公

園
に
宿
泊
。
思
い
出
の
地
を
満
喫
し
て
人

生
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

２
人
は
、
同
市
内
の
写
真
ス
タ
ジ
オ
会

社
の
同
僚
。
佐
知
さ
ん
の
誕
生
日
だ
っ
た

同
月
17
日
に
大
阪
市
内
で
結
婚
式
を
挙
げ

ま
し
た
。

　

届
け
出
は
、
２
人
初
め
て

の
共
同
作
業
＝
写
真
＝
。
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
な
る
記
念

台
紙
付
き
の
婚
姻
届
を
手
に

し
、
思
い
を
詰
め
込
ん
で
幸

せ
い
っ
ぱ
い
の
一
歩
を
印
し

ま
し
た
。

　

藤
井
さ
ん
は
、
写
真
甲
子

園
へ
の
出
場
が
き
っ
か
け
で
毎
年
の
よ
う

に
北
海
道
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

十
勝
岳
連
峰
の
縦
走
、
住
み
込
み
で
農
家

の
収
穫
ア
ル
バ
イ
ト
、
炭
焼
き
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
た
経
験
も
。

　

３
年
前
、
写
真
甲
子
園
の
同
窓
会
で
来

町
。
そ
の
時
Ｏ
Ｂ
の
婚
姻
届
第
１
号
の
入

籍
に
立
ち
会
っ
て
、
こ
の
地
で
の
婚
姻
届

け
提
出
を
心
に
決
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

写
真
甲
子
園
Ｏ
Ｂ
の
婚
姻
届
の
受
理
は
、

藤
井
さ
ん
で
４
人
目
。

　

町
内
誕
生
の
赤
ち
ゃ
ん
一

人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
る
「
君
の
椅
子
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
２
０
０
９
年
モ

デ
ル
は
、
東
京
在
住
の
家

具
・
イ
ン
テ
リ
ア
・
建
築
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
小
泉
誠
氏

（
48
）
＝
写
真
手
前
＝
の
デ
ザ
イ
ン
担
当

が
決
ま
り
ま
し
た
。
１
月
19
日
、
役
場
に

表
敬
訪
問
に
訪
れ
、
制
作
意
欲
を
見
せ
ま

し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
て
い
る
磯

田
憲
一
旭
川
大
大
学
院
教
授
、
初
回
デ
ザ

イ
ン
を
担
当
し
た
東
京
在
住
の
建
築
家
・

家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
中
村
好
文
氏
（
60
）

＝
日
大
（
東
京
）
教
授
、
設
計
事
務
所

「
レ
ミ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」
主
宰
＝
と
と
も
に

来
町
し
、
松
岡
市
郎
町
長
に
表
敬
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

中
村
氏
は
「
私
は
１
番
バ
ッ

タ
ー
で
し
た
が
、
小
泉
さ
ん
は

４
番
バ
ッ
タ
ー
で
す
」
と
紹
介
。

小
泉
氏
は
２
０
０
７
年
、
２
０

０
８
年
モ
デ
ル
を
手
に
と
っ
て
、

早
く
も
デ
ザ
イ
ン
の
構
想
を
練

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

小
泉
氏
デ
ザ
イ
ン
の
２
０
０
９
年
モ
デ

ル
は
、
５
月
ご
ろ
発
表
の
予
定
で
す
。

　

武
蔵
野
美
大
（
東
京
）
教
授
、
大
同
大

（
名
古
屋
）
客
員
教
授
。
（
社
）
商
環
境

設
計
家
協
会
＝
Ｊ
Ｃ
Ｄ
（
東
京
）
執
行
役

委
員
。
Ｊ
Ｃ
Ｄ
デ
ザ
イ
ン
賞
委
員
会
委
員

長
。
Ｊ
Ｃ
Ｄ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
金
賞
受

賞
（
２
０
０
６
年
）
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
受
賞
（
２
０
０
２
年
）
な
ど
受
賞
歴
多

数
。
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
か
ら
デ
ザ

イ
ン
を
伝
え
る
場
「
こ
い
ず
み
道
具
店
」

店
主
。

れ
の
景
観
作
り
、
庭
造
り
を
称
え
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
度

か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
33
個
人
・
団

体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
住
宅
部

門
12
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
門
に
５
候

補
が
上
が
り
ま
し
た
。
住
宅
回
り
の
調
和

に
重
点
を
置
い
て
選
考
を
し
た
結
果
、
５

人
の
方
の
住
宅
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
29
日
、
役
場
第
三
会
議
室
で

表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
松
岡
市
郎
町
長

は
「
美
し
い
町
づ
く
り
は
住
民
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
進
め
る
こ
と
が
重
要
。

夏
、
冬
を
通
じ
た
楽
し
い
庭
造
り
、
楽
し

い
景
観
作
り
が
町
に
と
っ
て
も
大
き
な
魅

力
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
受
賞
者
そ
れ
ぞ

　

平
成
20
年
度
美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
の

授
賞
式
で
、
菅
沼
寛
之
さ
ん
（
26
区
）
、

西
田
和
雄
さ
ん
（
34
区
）
、
矢
部
柾
春
さ

ん
（
13
南
）
＝
以
上
住
宅
部
門
＝
、
増
田

和
人
さ
ん
（
17
区
）
、
鶴
岡
恒
男
さ
ん

（
34
区
）
＝
以
上
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
部

門
＝
の
5
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

初
の
平
成
生
ま
れ
新
成
人
、58
人
が
感
慨
新
た

初
の
平
成
生
ま
れ
新
成
人
、58
人
が
感
慨
新
た

　

１
月
９
日
、
ひ
が
し
か
わ
道
草
館
で
東

川
町
商
工
会
（
藤
田
裕
三
会
長
）
の
新
年

交
礼
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
商
工
会
員
ら
約
30
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
年
頭
あ
い
さ
つ
で
藤
田
会
長
は

「
顧
客
満
足
度
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
不
況
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
丑
（
う
し
）
年
へ
の
新
た
な
飛
躍
を
誓

い
ま
し
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
松
岡
市
郎
町

長
は
「
政
治
、
経
済
、
自
治
体
で
、
今

『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
』
と
い
う
信
号
が
出
て
い
る
。

そ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
も
っ
て
発
す
る
事
が
必

要
。
そ
の
た
め
に
は
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
仕
事
を
す

る
『
Ｓ
』
、
周
知
を
し
、

公
開
を
す
る
オ
ー
プ
ン
な

姿
勢
で
、
未
知
の
ド
ア
を

し
っ
か
り
た
た
き
、
そ
の

ド
ア
を
開
け
る
『
Ｏ
』
、

行
政
の
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ

ト
面
が
車
の
両
輪
の
ご
と

く
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
サ

ー
ビ
ス
を
向
上
す
る

『
Ｓ
』
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
年
頭
の
意
欲
を
示

し
ま
し
た
。

「
君
の
椅
子
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
９
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
決
ま
っ
た
小
泉
誠
氏
来
町

「
君
の
椅
子
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
９
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
決
ま
っ
た
小
泉
誠
氏
来
町

写
真
甲
子
園
Ｏ
Ｂ
が
憧
れ
の
地
で
婚
姻
届
を
提
出

写
真
甲
子
園
Ｏ
Ｂ
が
憧
れ
の
地
で
婚
姻
届
を
提
出

美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
に
５
人
が
受
賞

美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
に
５
人
が
受
賞

浜辺啓町議会議長の発声で年頭の交歓

今
年
も
町
内
無
災
害
―
決
意
新
た
に
消
防
出
初
め
式

今
年
も
町
内
無
災
害
―
決
意
新
た
に
消
防
出
初
め
式

住宅部門受賞の西田さん（左）

わが子と一緒にあでやかな振り袖姿の参加者も

商
工
会
新
年
交
礼
会
で
商
店
街
の
振
興
に
思
い
も
新
た

商
工
会
新
年
交
礼
会
で
商
店
街
の
振
興
に
思
い
も
新
た
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◇

　

商
工
会
青
年
部
で
大
氷
像
作
り
を
手

伝
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
「
そ
の
当
時

は
大
氷
像
の
城
を
制
作
し
て
い
た
時
代
。

『
自
分
の
仕
事
と
一
緒
だ
な
』
と
い
う

感
覚
で
違
和
感
が
な
か
っ
た
」
と
気
付

い
た
ら
早
く
も
25
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

氷
彫
刻
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
道
内
で

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
に
育
て
た
の
は
、

町
内
で
日
本
料
理
店
を
経
営
し
て
い
た

故
加
賀
城
章
氏
ら
、
44
年
前
の
会
創
立

メ
ン
バ
ー
。
東
川
氷
土
会
の
歴
史
は
、

氷
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
で
賞
を
総
な

め
に
し
て
い
た
往
時
の
名
声
と
と
も
に
、

今
も
な
お
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
14
人
。
今
年
も
年
明

け
草
々
、
中
国
・
ハ
ル
ビ
ン
国
際
氷
祭

り
（
1
月
5
日
か
ら
開
幕
）
の
国
際
氷

彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
に
会
員
３
人
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

夏
は
、
花
火
師
と
し
て
道
内
各
地
の

祭
り
か
ら
〝
お
呼
び
〞
が
か
か
り
ま
す
。

昨
年
は
7
月
中
旬
、
函
館
を
振
り
出
し

に
、
８
月
ま
で
夏
祭
り
最
盛
期
に
「
網

走
‐
函
館
‐
東
川
‐
北
竜
‐
稚
内
‐
帯

広
‐
豊
頃
‐
足
寄
‐
釧
路
」
と
、
寝
る

間
も
惜
し
ん
で
約
４
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　

冬
、
祭
り
が
近
づ
く
と
、
心
が
う
ず

く
よ
う
に
本
格
的
な
創
作
活
動
の
準
備

に
か
か
り
ま
す
。
そ
ん
な
活
動
が
も
う

20
年
以
上
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

氷
彫
刻
制
作
の
本
格
シ
ー
ズ
ン
・
イ

ン
を
告
げ
る
の
は
、
例
年
町
の
成
人
式

準
備
。
新
成
人
を
迎
え
る
た
め
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
前
に
飾

る
氷
像
作
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　

そ
れ
が
一
段
落
す
る
と
、
道
内
で
最

も
早
い
冬
の
祭
典
「
ひ
が
し
か
わ
氷
ま

つ
り
」
で
、
引
き
続
き
日
本
氷
彫
刻
会

旭
川
支
部
氷
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

作
り
（
今
年
は
１
月
17
〜
19
日
の
３
日

間
）
。

　

祭
り
見
物
も
そ
こ
そ
こ
に
、
続
い
て

「
お
び
ひ
ろ
氷
ま
つ
り
」
「
旭
川
冬
ま

つ
り
」
「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
「
あ

ば
し
り
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
ま
つ
り
」
と
、

メ
ン
バ
ー
で
手
分
け
し
て
２
月
ま
で
道

内
各
地
の
冬
ま
つ
り
会
場
を
飛
び
回
っ

て
大
忙
し
。
今
季
最
後
の
氷
像
作
り
は
、

忠
別
ダ
ム
イ
ベ
ン
ト
（
２
月
21
日
）
。

「
冬
の
車
の
走
行
距
離
は
千
キ
ロ
く
ら

い
か
な
あ
」
。
自
宅
に
帰
る
の
は
着
替

え
の
交
換
だ
け
、
と
い
う
状
態
も
珍
し

く
な
い
そ
う
で
す
。

今
、生
き
生
き
と

　

冬
の
祭
典
の
華
と
い
え

ば
雪
像
と
氷
像
。
中
で
も

氷
彫
刻
を
イ
ベ
ン
ト
の
華

に
育
て
上
げ
た
道
内
草
分

け
は
氷
土
会
、
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
員
と
し
て
、
冬
に
、

夏
に
、
道
内
各
地
の
祭
り

会
場
を
巡
っ
て
八
面
六
臂

（
は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ
）
の

活
躍
。
一
瞬
の
輝
き
を
際

立
た
せ
る
美
し
さ
を
追
い

か
け
て
、
〝
祭
り
男
〞
は

各
地
を
巡
り
ま
す
。

1818

成田鉄工所

氷まつり指導

氷まつり児童作品作りの指導

第二小、第三小の氷彫刻作り

氷土会会館（東町２）

東
川
氷
土
会
・
会
長　

成
田　

隆
（
な
り
た　

た
か
し
）
さ
ん

成田　隆さん／東川氷土会会長／南町2 ☎82－2558（成田鉄工所）
東川町出身、49歳。道立旭川工業高校卒。明治末期か大正初期に名古屋から移住した５代目。移住当初は農家でしたが、3代目のころには、町内で主に農
機具修理をする鉄工所の経営を始めていたそうです。25歳、商工会青年部の時に氷像作りを手伝ったことがきっかけで氷土会入り。昨年、盛永幸男前会長
を引き継ぎました。旧町内会館の建物をそのまま使った氷土会会館が活動拠点。花火師の資格である（社）日本煙火協会発行の「煙火打揚従事者」資格者。
夏の祭りシーズンは花火打ち上げ、冬季の祭り期間は氷像作りで全道各地を巡って大忙し。

 なりた　たかし
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を
調

べ
て
み
る
と
、
モ
ー
ル
ス
符
号
の
短
音
と

長
音
の
構
成
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
ま
た
一
方
で
は
「
Ｓ
ａ
ｖ
ｅ　

Ｏ
ｕ
ｒ　

Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
」
（
私
た
ち
の
命
を

救
え
）
と
か
「
Ｓ
ａ
ｖ
ｅ　

Ｏ
ｕ
ｒ　

Ｓ

ｈ
ｉ
ｐ
」
（
私
た
ち
の
船
を
救
え
）
な
ど

に
も
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、
景
気
回

復
策
を
織
り
込
ん
だ
国
の
第
２
次
補
正
予

算
や
衆
議
院
の
解
散
、
そ
し
て
１
０
０
年

に
一
度
の
不
況
、
雇
用
問
題
の
早
期
解
決

と
景
気
後
退
か
ら
の
早
期
脱
却
が
毎
日
の

よ
う
に
報
道
さ
れ
、
私
た
ち
行
政
は
国
の

展
開
す
る
補
正
予
算
の
内
容
把
握
に
右
往

左
往
し
て
い
る
。
政
治
も
経
済
も
、
こ
の

世
界
と
い
う
大
海
の
中
で
遭
難
し
、
安
定

し
た
船
の
救
助
を
求
め
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
信
号
を

発
信
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
発
信
に
、
私
た
ち
行
政
は

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
も
っ
て
征
す
る
こ
と
が
大
切
、

と
あ
る
会
合
で
お
話
し
し
た
。

　

行
政
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
は
「
『
Ｓ
』
は
ス
ピ

ー
ド
感
が
あ
る
こ
と
。
『
Ｏ
』
は
行
政
情

報
を
住
民
へ
オ
ー
プ
ン
に
し
、
未
知
や
既

知
の
ド
ア
を
積
極
的
に
ノ
ッ
ク
し
オ
ー
プ

ン
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
。
最
後
の
『
Ｓ
』

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
意
味
し
、
ハ

ー
ド
面
の
施
設
づ
く
り
、
ソ
フ
ト
面
の
人

間
関
係
づ
く
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
車
の
両
輪

の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
」

を
指
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
行
政
と
は
「
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
ち
、
積
極
的
に
情
報
と
ド
ア
を
オ

ー
プ
ン
に
し
、
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
何
も
新

し
い
こ
と
で
は
な
い
、
当
然
の
こ
と
を
当

然
に
実
施
す
る
力
、
基
本
力
を
発
揮
す
る

こ
と
な
の
だ
。

　

あ
る
大
学
教
授
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
は
「
そ

（
Ｓ
ｏ
）
ん
な
に　

大
（
Ｏ
）
げ
さ
に　

騒
（
Ｓ
ａ
）
ぐ
な
」
だ
と
言
っ
た
。
き
っ

と
日
本
に
は
底
力
が
備
わ
っ
て
い
る
。
そ

の
力
が
い
ざ
と
い
う
時
に
は
遺
憾
な
く
発

揮
さ
れ
る
こ
と
を
表
現
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

今
年
は
「
ウ
シ
、
カ
ウ
（
Ｃ
ｏ
ｗ
）
、

モ
〜
」
の
年
で
あ
る
。
こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
時
世

を
乗
り
切
る
に
は
〝
後
（
ウ
シ
）
ろ
向
き

〞
の
姿
勢
で
は
な
く
、
常
に
前
に
〝
向
か

う
（
カ
ウ
）
姿
勢
〞
を
〝
失
（
ウ
シ
な
） 

わ
ず
〞
臨
め
ば
、
〝
道
も
（
モ
〜
）
〞
お

の
ず
と
開
く
、
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
「
そ

（
Ｓ
ｏ
）
れ
が
、
俺
（
Ｏ
ｒ
ｅ
）
た
ち
の
、

ス
（
Ｓ
）
タ
イ
ル
」
で
も
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
〝
今
年
モ
〜
か
っ
た

（
勝
っ
た
）
。 

今
年
モ
〜
か
っ
た
（
儲

か
っ
た
）
。
今
年
モ
〜
よ
か
っ
た
（
良
か

っ
た
）
〞
と
い
う
声
が
響
き
わ
た
る
年
で

あ
る
こ
と
を
願
い
、
頑
張
り
た
い
も
の
だ
。

次
の
代
い
か
な
る
日
本
を
見
お
ろ
す
や
ヌ
タ
ク
カ
ム
シ
ュ
ッ
ペ
の
神
よ
見
守
れ

短
歌
の
会
午
後
の
ひ
と
時
師
や
友
に
出
会
い
て
学
ぶ
深
き
こ
の
道

ま
だ
蕾
残
り
し
ま
ま
の
紅
ば
ら
に
雪
降
り
積
む
は
目
に
い
た
い
た
し

大
駐
車
場
わ
た
し
の
車
見
つ
か
ら
ず
探
し
あ
ぐ
ね
て
目
を
覚
ま
し
た
り

老
い
二
人
つ
つ
が
な
く
新
年
を
迎
え
た
り
歴
史
の
ペ
ー
ジ
輝
き
て
あ
れ

道
の
辺
に
誰
が
た
め
咲
く
か
秋
桜
は
踏
ま
れ
て
折
れ
て
尚
も
や
さ
し
く

何
時
迄
も
賞
味
期
限
の
な
き
運
命
ひ
と
日
を
大
事
に
生
き
て
行
き
た
し

去
年
今
年
残
り
少
な
き
余
生
も
て
ひ
と
日
ひ
と
日
を
静
か
に
送
る

吹
き
荒
ぶ
世
相
の
嵐
そ
っ
と
を
き
忘
年
会
に
老
い
の
万
歳

老
い
二
人
何
事
も
無
く
感
謝
し
て
来
る
年
も
亦
恙
な
き
よ
う

お
雑
煮
の
味
付
う
ま
し
三
代
目
の
ぼ
る
湯
気
さ
え
ゆ
う
ろ
り
ゆ
る
り

何
も
彼
も
人
様
任
せ
の
こ
の
頃
は
生
き
て
感
謝
の
我
身
と
な
れ
り

お
め
で
と
う
と
云
っ
て
ほ
し
く
も
な
け
れ
ど
も
何
か
を
期
待
し
初
日
お
ろ
が
む

神
宮
に
俵
つ
み
あ
げ
新
嘗
祭

一
点
の
鷹
に
は
じ
ま
る
冬
の
空

雪
婆
眉
ほ
ど
の
月
消
え
に
け
り

冬
の
月
早
朝
四
時
は
我
の
空

新
雪
の
キ
ャ
ン
バ
ス
揺
れ
て
北
き
つ
ね

寒
村
は
眠
ら
ず
木
枯
吼
え
ま
く
る

木
枯
を
背
に
受
け
進
む
道
も
あ
る

木
枯
の
む
こ
う
に
陽
が
か
く
れ
ん
ぼ

木
枯
を
避
け
る
術
な
き
登
下
校

午
後
五
時
の
バ
ス
の
窓
打
つ
霰
か
な

木
枯
や
荒
む
人
間
交
差
点

木
枯
の
一
夜
に
散
ら
す
妻
の
声

語
る
こ
と
盡
き
た
る
如
し
木
枯
の

ひ
じ
き
煮
る
背
に
凩
の
来
て
た
た
く

松　

倉　

和　

子

那　

須　

喜　

美

瓜　

生　

昭　

枝

宮　

坂　

敬　

子

永　

江　

栄　

子

笹　

田　

冨
士
子

中　

田　

治　

子

清　

水　

チ　

ヨ

矢　

沢　

ま
す
え

岡　

澤　

チ
ズ
子

嶋　

崎　

ミ　

エ

尾　

池　

真
沙
子

井　

山　

一　

文

杉 

山  

ひ
ろ
の
り

徳　

光　

吐　

苦

杉　

山　

り　

つ

山　

口　

佐
知
子

高　

瀬　
　
　

潤

石　

澤　

清　

宏

澤　

田　

久
美
子

松　

山　

蓉　

子

三　

島　
　
　

智

長
谷
川　

き
み
ゑ

小　

林　

露　

葉

青　

野　

公　

花

宮　

坂　

紫　

雲

秋　

山　

深　

雪

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

Ｓ
Ｏ
Ｓ
信
号
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ
行
政

短　
歌

俳　
句

     

う    

た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
た
か

　　  　　　　
ば
ん
ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ほ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
は
る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

あ
ら
れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
す
さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

つ
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はるか昔に思いをはせて
　山奥の巨木の前に座り、このミズナラの若かりしころ
を想像してみた。500年前の北海道には、先住民である
数万人のアイヌたちが暮らしていたという。その多くは
海岸部の河口近くに集落を作り、サケやシカを中心とす
るさまざまな動植物を自然の恵みとして受け取り、生活
の糧としていた。石狩川など、大きな川の中流域にも集
落があり、現在の旭川にも人々の暮らしがあったのだ。
　その当時、旭川から30㌔㍍も上流の大雪山ろくまで
やってくる狩人は、めったにいなかったと思われる。今
でも、ここにやって来るのは林業に携わる人だけで、数
年に一度くらいなものだろう。毎冬やって来るのは私だ
けかもしれない。
　この巨木の下でオオカミがまどろみ、遠吠えを響かせ
たに違いない。下の沢をカワウソが通り過ぎていったこ
ともあるだろう。
　アイヌの若き狩人が休んで行ったかもしれない。人は

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。

巨木が何百年も生きてきたことを知っており、長老に対
するように敬意を払う。これほどの巨木になれる木は特
別な木なのだから。
　オオカミがシカを追い、カワウソがアメマスを追って
いた昔、旭岳が噴火して今の形になったといわれてい
る。さらに２万年もさかのぼると、大雪山の気候や植生
も大きく変化する。ヨーロッパやアメリカの北部が氷に
覆われ、氷河期になっていたからだ。この数百万年、お
よそ10万年という周期で氷河期は繰り返している。その
間に約１万年間の温暖な間氷期があり、現在は間氷期
に入って１万２千年も経ち、いつ氷河期になってもお
かしくない時期といえる。もし氷河期に突入すれば、温
暖化どころの話ではなくなる。
　700万年前のアフリカで直立二足歩行を始めた人類
の祖先は、260万年前には石器を使い始める。今のよう
に高度な言語を使い出したのは、アフリカを旅立った
７～８万年前からと推測されている。
　キトウシ山南展望台の大岩は、160万年前の噴火によ
る安山岩で、展望閣の赤い岩（チャート）は、１億５千万
年前の海性プランクトンの死骸だ。
　そんなことを知っているのは人間だけだが、人間は
賢いからこそ厄介でもある。自分たちに都合の悪いこと
は隠し、しまいには自分自身をもだましてしまう。問題は
温暖化なのではなく、人類のあり方なのかもしれない。

　文：大雪山ネイチャーガイド　塩谷　秀和

大雪山の素顔

リトル・マーメイドⅢ
（DVDアニメ）
ウォルトディズニー　スタジオ　ホー
ム　エンターテインメント
この物語は「リトル･マーメイド」の《はじまり》
のお話です。幼いアリエルは、王である父と
女王の母、6人の姉たちと暖かな愛と音楽に
満ちた王国で暮らしていました。ある時、女
王が亡くなり、悲しみにくれた王は、女王が
愛した《音楽》を禁じてしまいます。音楽を愛
することに目覚めたアリエルは…。（77分）

Say Hallo
（絵本）
Sue　Unstead：作／
Two-Can Pub Inc：刊
昨年のクリスマスに、前AETアシュリーさん
のお父さんから、アシュリーさんがお世話に
なったので、とクリスマスプレゼントとして7冊
の本と折り紙の本を頂きました。《S a y 
Hallo》はボタンを押すと10カ国語の挨拶を
聞くことができます。英語が読めなくても、親
子で楽しめますよ。他にも楽しい英語の本が
ありますので見てくださいね。

学校を変えよう！
（一般書）
工藤和美：監修／
エクスナレッジ：刊
子供たちが一日の大半をすごす、学校とい
う空間。現在では耐震上の問題や安心・安
全がより強く求められています。東川小学校
でも老朽化のため、H20年度から建替え計
画が推進されています。これからの学校をよ
りよいものにするために、何をどうすべきか、
どのような視点で望んでいくかを、１３のキー
ワードでまとめ、それらを実現した先制事例
の学校建築を紹介する一冊です。
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カナダからの風にのせて
新連載

　

「
ジ
ュ
ン
ク
堂
」
と
い
う

書
店
を
ご
存
じ
で
す
か
。
北

海
道
の
人
に
は
あ
ま
り
馴
染

み
が
な
い
で
す
が
、
本
州
で

は
大
手
で
す
。
昨
年
末
、
そ

の
札
幌
店
が
札
幌
・
大
通
公

園
沿
い
の
デ
パ
ー
ト
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
の
目
玉
は
、
洋

書
70
パ
ー
セ
ン
ト
オ
フ
。
多

読
を
推
進
し
た
い
私
は
行
か

ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
初
日
、

高
速
道
路
の
道
央
自
動
車
道

を
飛
ば
し
て
札
幌
滞
在
1
時

間
。
買
え
る
だ
け
買
っ
て
来

ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
数
え

た
ら
１
２
０
冊
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
は
「
も
う
お
腹
い

っ
ぱ
い
―
」
と
い
う
気
分
で

し
た
が
、
落
ち
着
い
て
み
た

ら
、
や
っ
ぱ
り
こ
ん
な
チ
ャ

ン
ス
は
も
う
な
い
、
と
い
う

気
が
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
年
明
け
早
々
、
ま
た
行
き

ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
ら
売
り
場
の
棚

は
が
ら
が
ら
で
、
品
物
の
本
が

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
状
態
。

残
念
だ
っ
た
け
ど
、
多
読
と
い

う
も
の
が
浸
透
し
て
き
た
な
、

と
実
感
も
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
は
１
０
０
冊
買
い
、
合
わ
せ

て
２
２
０
冊
確
保
し
ま
し
た
。

　

英
語
習
得
の
一
番
の
近
道
は

多
読
、
と
私
は
確
信
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
多
読
を
軌
道

に
乗
せ
る
コ
ツ
は
、
子
供
向
け

の
本
を
大
量
に
読
む
こ
と
で
す
。

こ
れ
で
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
近
い
感

覚
を
体
得
で
き
る
の
で
す
。

　

今
回
私
が
購
入
し
た
本
も
、

ほ
と
ん
ど
が
子
供
向
け
の
や
さ

し
い
も
の
で
す
。
一
冊
に
50
文

字
程
度
し
か
な
い
も
の
も
多
く
、

一
冊
読
む
の
に
20
分
間
も
か
か

ら
な
い
。
で
も
、
こ
う
い
う
本

は
「
も
っ
た
い
な
い
か
ら
」
と

言
っ
て
、
文
字
数
が
多
く
て
絵

の
少
な
い
本
を
買
う
と
、
子
供

は
楽
し
め
な
い
。
面
白
く
な
い

こ
と
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
の
正
月
休
み
は
英
語

ざ
ん
ま
い
で
し
た
。
子
供
向
け

の
本
は
読
み
や
す
い
。
日
本
で

は
習
わ
な
い
自
然
な
表
現
の
宝

庫
。
子
供
た
ち
に
も
少
し
ず
つ

馴
染
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
多
読

で
い
か
に
英
語
力
が
つ
く
か
は
、

日
々
実
感
。
で
も
こ
の
２
２
０

冊
の
本
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
、

あ
ま
り
に
も
も
っ
た
い
な
い
。

い
つ
か
き
っ
と
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
子
供
た
ち
に
読
ん
で
も

ら
い
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第57回

年末年始は〝オトナ買い〟

【ちょっと豆知識】
「ロスト　イン　トランスレーション」は、2004年公開映画のタイトル。ハリウッドスターが東京で映画を撮影するお話。日本人監督が演技に長々
と指示を出すのに、通訳が一言しか訳してくれない。スターが途方にくれる（ロストする）、というシーンがかなり面白いらしい。私の場合、会話は
一言残らず通訳します。でも人って何度も同じことを言う習性があるので、同じことを何度も訳す羽目になることもあります。でも、黙っていると
この映画のように不安に思われるから致し方ないんですよね。

Lost in Translation
I’ve gone to a few movies in Japan, many of them Hollywood movies with 
Japanese subtitles.  I like to look at the subtitles and check them against 
the actual dialogue in the movie.  At !rst I used to just think: ‘"at’s not 
what they said!!’ but upon thinking about it, I’d realize that there really 
wasn’t any way to say the same thing in Japanese.  I’ve sometimes felt like 
my reactions to movies are exaggerated, since no one seems to be 
reacting around me, but how is the rest of the audience supposed to 
laugh with me when the joke didn’t translate?  How can the audience cry 
with me when important nuances are lost?
Of course, it works both ways.  I’ve tried to explain amusing anecdotes of 
life here to friends in Canada, but when you translate in such a way that it 
makes sense in English, it’s just no longer funny.
Beyond just movies though, outside my close friends (and even with 
them sometimes), I behave, speak and respond di#erently depending on 
the language I’m using.  Lindsey in Japanese and Lindsey in English, while 
both still Lindsey, are undeniably di#erent.  "ere are things I say in 
Japanese that I would NEVER say in English and vice versa.  "ey would 
just sound weird.  
Sometimes it’s tough feeling like only my bilingual friends understand me 
and the duality of this kind of life. Sometimes it can be di$cult 
reconciling the di#erent parts of my personality and remembering who 
‘me’ really is, but I guess… it’s all me.  One me is the me I know and the 
other is the one adapting and learning how to survive in a di#erent world.  
I think the struggles are worth it though.  I wouldn’t give up what I’ve 
gained through all this for anything.

Lost in Translation
I’ve gone to a few movies in Japan, many of them Hollywood movies with 
Japanese subtitles.  I like to look at the subtitles and check them against 
the actual dialogue in the movie.  At !rst I used to just think: ‘"at’s not 
what they said!!’ but upon thinking about it, I’d realize that there really 
wasn’t any way to say the same thing in Japanese.  I’ve sometimes felt like 
my reactions to movies are exaggerated, since no one seems to be 
reacting around me, but how is the rest of the audience supposed to 
laugh with me when the joke didn’t translate?  How can the audience cry 
with me when important nuances are lost?
Of course, it works both ways.  I’ve tried to explain amusing anecdotes of 
life here to friends in Canada, but when you translate in such a way that it 
makes sense in English, it’s just no longer funny.
Beyond just movies though, outside my close friends (and even with 
them sometimes), I behave, speak and respond di#erently depending on 
the language I’m using.  Lindsey in Japanese and Lindsey in English, while 
both still Lindsey, are undeniably di#erent.  "ere are things I say in 
Japanese that I would NEVER say in English and vice versa.  "ey would 
just sound weird.  
Sometimes it’s tough feeling like only my bilingual friends understand me 
and the duality of this kind of life. Sometimes it can be di$cult 
reconciling the di#erent parts of my personality and remembering who 
‘me’ really is, but I guess… it’s all me.  One me is the me I know and the 
other is the one adapting and learning how to survive in a di#erent world.  
I think the struggles are worth it though.  I wouldn’t give up what I’ve 
gained through all this for anything.

ロスト　イン　トランスレーション
　日本語字幕付きのハリウッド映画を何度か見たことがあります。

会話と字幕を比べるのが好きです。最初はこう思いました。「そ

んなこと言ってない！」。でも考えてみたら、日本語で同じよう

に言うことはできないのでした。また自分だけが映画にものすご

く反応していて、回りが無反応なこともありました。まあジョー

クは日本語で訳されてないのだから、回りの人は笑えるわけはな

いのです。それに大事なニュアンスが欠けていると、泣くことも

できませんね。

　逆もまた真なり。日本で起きたおかしな出来事をカナダの友達

に説明しようとしても、英語にしているうちに、面白みがどこか

にいってしまいます。

　映画だけではなく、近しい友達以外では、使う言語によってそ

の都度、私の行動や言動、反応が変わってしまうことがあります。

日本語を話すリンズィーと英語を話すリンズィーは、紛れもなく

別。日本語でなら言うけど、英語でなら絶対言わないこともあり、

その逆もまたあります。しっくりこないからです。

　こんなふうにいろいろな性格の私というものと、私自身折り合

っていくのが難しく、もともとどんな人間なのかを覚えているこ

とも難しい。まあ、結局どれも本当の私なのでしょう。自分でも

知っている私と、違う世界に順応しようとする私。大変だけど、

これは絶対体験してみるだけのことはあります。こうやってあれ

これ経験して得たものを手放す気はさらさらありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訳：宮地晶子）

カナダからの風にのせて
英語指導助手／リンズィー・マクドナルド

No.6
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民
意
が
世
論
」
で
あ
り
、
遅
延
的
な
民

意
が
輿
論
」
だ
と
の
政
治
の
時
代
相
を

解
い
て
お
ら
れ
る
の
は
示
唆
に
富
み
、

松
本
収
専
務
理
事
（
北
海
道
地
域
総
合

研
究
所
）
が
私
の
発
言
と
し
て
、
「
ミ

ニ
市
町
村
ら
し
い
自
治
を
探
れ
」
と
い

う
提
言
で
市
町
村
と
い
う
枠
（
棚
野
孝

夫
白
糠
町
長
）
の
大
切
か
を
唱
え
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
、
自
主
・
自
立
の
道
を

選
ん
だ
北
海
道
特
有
の
歴
史
的
背
景
が

あ
る
と
い
わ
れ
、

①
広
域
分
散
型
の
地
域
社
会

②
自
治
力
を
支
え
た
地
域
産
業

③
地
域
連
携
の
実
績

④
人
々
の
共
同
の
力
で
困
難
を
克
服
し

　

て
き
た
（
以
上
要
約
）
こ
と
な
ど
を

　

指
摘
さ
れ
、
「
静
か
な
挑
戦
」
が
試

　

み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
大
い
に

　

参
考
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

思
う
に
、
地
域
活
性
化
は
住
民
自
治

と
行
政
支
援
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
振
興

の
共
有
」
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
の
で
、

正
に
紋
切
型
と
は
い
え
、
「
住
民
の
住

民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
自
治
」
に
あ

り
、
地
産
地
消
の
ユ
ニ
ー
ク
な
現
実
を

追
う
町
の
風
の
吹
き
方
は
、
さ
て
、
ど

う
だ
ろ
う
か
。

　

西
部
・
第
一
・
第
三
に
次
い
で
第
二

地
域
で
既
に
ス
タ
ー
ト
し
た
自
治
振
興

会
も
、
い
よ
い
よ
中
央
地
域
で
の
発
進

へ
と
期
待
に
胸
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
地

域
活
性
化
へ
の
確
か
さ
を
共
有
し
た
い

ば
か
り
に
…
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
三
識

①
自
治
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
肝
要

　
　

自
ら
の
地
域
は
住
民
一
人
ひ
と
り

　

が
治
め
る
↑
と
い
う
判
断
や
責
任
な

　

ど
②
自
治
知
識
を
広
め
る
こ
と
が
必
要

　
　

何
を
ど
う
す
る
こ
と
が
自
治
な
の

　

か
と
い
う
情
報
や
交
流
な
ど
で
、
自

　

治
意
識
と
の
間
に
生
ま
れ
る
自
発
を

　

ベ
ー
ス
に

③
自
治
組
織
を
強
め
る
こ
と
が
重
要

　
　

適
材
適
所
の
人
材
と
適
正
な
経
費

　

を
円
滑
に
す
る
↑
役
割
や
分
担
な
ど

　

で
、
自
治
知
識
と
の
間
に
生
ま
れ
る

　

自
主
を
ベ
ー
ス
に
し
た
機
構
や
会
議

　

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
更
に
自
治
意
識

　

と
の
間
に
生
ま
れ
る
自
立
を
ベ
ー
ス

　

に
し
た
い
わ
ば
「
自
発
・
自
主
・
自

　

の
間
に
生
ま
れ
る
発
展
を
ベ
ー
ス
に

　

し
た
事
業
が
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な

　

る
の
で
あ
る
。

　

地
域
住
民
の
三
そ
う
い

①
相
違
を
生
か
す
こ
と
が
肝
要

　
　

一
人
ひ
と
り
の
住
民
の
願
い
、
生

　

き
方
、
考
え
方
の
ち
が
い
を
可
能
な

　

限
り
、
捨
て
ず
・
つ
ぶ
さ
ず
・
あ
き

　

ら
め
ず
に
生
か
す
こ
と

②
創
意
を
集
め
る
こ
と
が
必
要

　
　

地
域
に
息
づ
く
住
民
の
創

　

意
を
大
事
に
育
て
、
意

　

欲
・
発
想
・
方
向

　

転
換
な
ど
が
ゆ

　

っ
た
り
と
で
き

　

る
こ
と

③
総
意
に
基
づ

　

く
こ
と
が
重

　

要

　
　

こ
れ
が
本
当　

　

の
総
意
な
の
か
と
い

　

う
的
確
さ
、
確
実
さ
、

　

実
績
さ
を
図
る
こ
と

　

等
が
俗
に
い
う
「
三
つ
の
そ
う
い
」

　

で
、
こ
れ
ら
は
或
る
意
味
で
は
あ
ら

　

ゆ
る
活
動
の
三
原
則
と
も
い
わ
れ
て

　

い
る
。

　

や
や
小
理
屈
に
落
ち
込
む
危
険
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
に
は
、
佐
藤
卓
己
準
教

授
（
京
大
大
学
院
）
が
、
「
即
時
的
な

　

立
の
一
体
化
」
が
正
に
豊
か
な
地
域

　

づ
く
り
の
目
的
で
あ
ろ
う
。

　

地
域
活
動
の
三
性

①
自
発
性
に
基
づ
く
こ
と
が
肝
要

　
　

住
民
が
自
ら
進
ん
で
す
る

　

こ
と
や
で
き
る
こ
と
が

　

基
礎

②
現
実
性
に
富
む

　

こ
と
が
必
要

　
　

気
軽
に
参

　

加
で
き
て
、

　

世
代
間
の
ふ
れ

　

あ
い
を
味
わ
う

　

こ
と
が
大
切
で
、

　

自
発
性
と
の
間
に
生

　

ま
れ
る
要
望
を
ベ
ー
ス

　

に
す
る
こ
と
が
基
本

③
非
基
準
性
に
耐
え
る
こ
と
が
重
要

　
　

地
域
活
動
に
は
「
も
う
こ
れ
で
い

　

い
」
と
い
う
よ
う
な
基
準
が
無
い
と

　

も
い
わ
れ
る
の
で
、
常
に
日
進
月
歩

　

の
新
味
さ
が
問
わ
れ
、
現
実
性
と
の

　

間
に
生
ま
れ
る
追
究
を
目
指
す
こ
と

　

が
基
準
と
さ
れ
、
更
に
、
自
発
性
と

い

ざ

、

発

進

‼

い

ざ

、

発

進

‼

町の風

雑
記
抄

Lost in Translation
I’ve gone to a few movies in Japan, many of them Hollywood movies with 
Japanese subtitles.  I like to look at the subtitles and check them against 
the actual dialogue in the movie.  At !rst I used to just think: ‘"at’s not 
what they said!!’ but upon thinking about it, I’d realize that there really 
wasn’t any way to say the same thing in Japanese.  I’ve sometimes felt like 
my reactions to movies are exaggerated, since no one seems to be 
reacting around me, but how is the rest of the audience supposed to 
laugh with me when the joke didn’t translate?  How can the audience cry 
with me when important nuances are lost?
Of course, it works both ways.  I’ve tried to explain amusing anecdotes of 
life here to friends in Canada, but when you translate in such a way that it 
makes sense in English, it’s just no longer funny.
Beyond just movies though, outside my close friends (and even with 
them sometimes), I behave, speak and respond di#erently depending on 
the language I’m using.  Lindsey in Japanese and Lindsey in English, while 
both still Lindsey, are undeniably di#erent.  "ere are things I say in 
Japanese that I would NEVER say in English and vice versa.  "ey would 
just sound weird.  
Sometimes it’s tough feeling like only my bilingual friends understand me 
and the duality of this kind of life. Sometimes it can be di$cult 
reconciling the di#erent parts of my personality and remembering who 
‘me’ really is, but I guess… it’s all me.  One me is the me I know and the 
other is the one adapting and learning how to survive in a di#erent world.  
I think the struggles are worth it though.  I wouldn’t give up what I’ve 
gained through all this for anything.
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前
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昨
年
12
月
、
美
瑛
町
で
開
か
れ
た

第
3
回
大
雪
地
区
広
域
連
合
議
会
定

例
会
で
可
決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
大

雪
地
区
広
域
連
合
は
、
保
険
者
と
し

て
平
成
16
年
4
月
か
ら
業
務
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
19
年
度
は
大
雪
地
区

広
域
連
合
が
保
険
者
と
し
て
業
務
を

開
始
し
4
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

　

例
年
同
様
、
10
人
の
派
遣
職
員
で

業
務
を
行
い
ま
し
た
。
関
係
各
町
、

機
関
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
な
く

効
率
的
に
事
務
処
理
を
進
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

　

平
成
18
年
3
月
に
策
定
し
た
第
3

期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
18
年

度
か
ら
同
20
年
度
）
に
計
上
さ
れ
た

要
介
護
高
齢
者
数
の
現
状
と
将
来
推

計
、
介
護
保
険
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
意
向
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
が

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
各
町
の

窓
口
担
当
課
と
連
携
を
取
り
、
介
護

保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
給
付
の

実
施
を
進
め
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
第
4
段
階
で
あ
る

標
準
的
な
年
額
保
険
料
を
5
万
2
千

円
（
月
額
4
千
3
3
3
円
）
と
し

て
い
ま
す
。

　

19
年
度
末
現
在
の
介
護
給
付
費
準

備
基
金
は
1
億
千
9
3
7
万
円
と

な
り
、
第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
被
保
険
者

の
負
担
軽
減
と
安
定
化
、
平
準
化
を

図
る
た
め
、
最
少
の
被
保
険
者
負
担

で
医
療
給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

料
率
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

住
民
福
祉
の
向
上
と
公
平
負
担
の

確
保
と
い
う
制
度
の
基
本
に
立
ち
、

3
町
の
被
保
険
者
に
係
る
必
要
な
保

険
給
付
費
を
見
込
み
、
健
全
経
営
が

で
き
る
よ
う
関
係
各
町
と
協
議
を
重

ね
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に

諮
問
の
う
え
保
険
料
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

19
年
度
の
国
保
医
療
費
（
療
養
給

付
費
、
費
用
額
ベ
ー
ス
）
は
、
「
一

般
・
退
職
」
で
28
億
5
千
7
0
5

万
円
と
な
り
、
老
人
保
健
制
度
の

「
国
保
老
健
」
費
用
額
29
億

6
1
2
万
円
を
含
め
る
と
57
億
6

千
3
1
7
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
年
度
の
決
算
で
は
、
2
億
2
千

3
3
6
万
円
の
余
剰
金
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
保
料
徴
収
率

が
96
・
1
4
％
と
な
っ
て
医
療
費
全

体
で
予
算
額
を
下
回
っ
た
こ
と
、
財

政
調
整
交
付
金
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
す
。

同
年
度
財
政
調
整
基
金
は
5
千

1
2
5
万
円
と
な
り
、
今
後
の
国

保
財
政
安
定
化
に
向
け
た
財
源
と
し

て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

【
老
人
保
健
特
別
会
計
】

　

19
年
度
末
の
65
歳
以
上
人
口
は
、

7
千
5
8
6
人
。
総
人
口
に
占
め

る
割
合
は
26
・
7
％
に
な
り
ま
し
た
。

う
ち
老
人
保
健
受
給
者
数
は
3
千

8
8
5
人
で
51
・
2
％
に
な
り
ま

し
た
。

　

老
人
保
健
受
給
者
数
と
医
療
費
は
、

受
給
対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、

同
年
度
の
医
療
給
付
費
（
費
用
額
ベ

ー
ス
）
は
、
35
億
6
千
4
3
9
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

老
人
保
健
制
度
は
、
20
年
度
か
ら
、

北
海
道
が
保
険
者
と
な
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
承
継
さ
れ
て
い
ま
す
。

大雪地区広域連合からのお知らせ

大
雪
地
区
広
域
連
合
決
算（
平
成
19
年
度
）の
概
要

大
雪
地
区
広
域
連
合
決
算（
平
成
19
年
度
）の
概
要

大
雪
地
区
広
域
連
合
決
算（
平
成
19
年
度
）の
概
要

お問い合わせ

　北海道後期高齢者医療広域連合…………☎011－290－5601
　大雪地区広域連合国民健康保険対策室…☎82－3697（直通）
　住民福祉課住民室…………………………☎82－2111（内線123）

　

大
雪
広
域
連
合
の
平
成
19
年
度
一
般
会
計
、
3
特
別
会
計
の
決
算
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
歳
出
9
億
4
千

1
0
3
万
円
、
3
特
別
会
計
（
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
）
93
億
9
千
5
3
4
万
円
の
歳
出
総
額
1
0
3
億
3

千
6
3
7
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
決
算
額
は
四
捨
五
入
処
理
を
し
て
い
る
た
め
、
実
際
の
決
算
額
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。9億5,932万円

22億2,160万円
40億2,420万円
36億2,178万円

108億2,691万円

9億4,103万円
21億6,893万円

38億84万円
34億2,557万円

103億3,637万円

1,829万円
5,267万円

2億2,336万円
1億9,621万円
4億9,054万円

7億8,253万円
11億9,727万円
19億7,980万円

740人
353人

1,093人

一 般 会 計

介護保険特別会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

合　　計

会計区分 歳入決算額 歳出決算額 実質収支額

介護保険料

国民健康保険料

区分

3億6,600万円
11億1,396万円

調定額

3億6,347万円
10億7,101万円

収入額

0
0

不納欠損額

253万円
4,295万円

収入未済額

99.31%
96.14%

収納率

一世帯当たり

居宅介護サービス等給付費

施設介護サービス等給付費

合　　計

区分 給付費総額 受給者数

8万8,122円
28万2,642円
15万945円

一人当たり月額給付費

35億6,439万円
3,885人

91万7,474円

医療費総額

受給者数

一人当たり医療費

退職者

一般

老人

43万7,147円

95万9,888円
26万9,111円
90万563円

一
人
当
た
り

保険料収納状況（現年分）

介護給付費の状況

大雪地区広域連合歳入歳出決算額

国民健康保険被保険者医療費の動向 老人保健被保険者医療費の動向
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■東川町役場　　　　
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■大雪消防組合東消防署
■道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

くらし
・

ネットワーク

2月の行事

焼
き
は
絶
対
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
づ
く
り
推
進

室
☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
り
替
え

割
引
を
活
用
し
ま
し
ょ
う住

民
福
祉
課

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
平

成
21
年
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で

の
保
険
料
額
に
つ
い
て
は
月
額
1
4
、

6
6
0
円
（
年
額
1
7
5
、
9
2
0
円
）

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
分
の
保
険
料
の
前
納
制

度
を
利
用
し
納
付
す
る
と
次
の
よ
う
に

割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
割
引
額
は
、

平
成
20
年
度
の
実
績
で
す
。
今
後
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

　

日
は
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
）

提
出
場
所　

役
場
２
階
都
市
建
設
課
公

　

共
施
設
管
理
室

お
問
い
合
わ
せ　

公
共
施
設
管
理
室
☎

　

82
|
２
１
１
１
（
内
線
２
３
７
）

自
分
勝
手
な
ご
み
の
焼
却
は
禁
止
で

す

地
域
活
性
課

　

ド
ラ
ム
缶
や
簡
易
焼
却
炉
を
用
い
た

焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在

で
も
「
深
夜
や
早
朝
に
焼
却
を
し
て
い

る
」
等
ご
み
の
焼
却
に
よ
る
黒
煙
や
悪

臭
、
焼
却
灰
の
飛
散
な
ど
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
律
で
定
め
ら
れ
た
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
等
で
ご
み
を
焼
却
し

た
場
合
は
「
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

千
万
円
以
下
の
罰
金
」
を
科
せ
ら
れ
ま

す
。

　

周
り
に
住
む
人
、
そ
し
て
地
域
の
生

活
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
ご
み
の
野

21
・
22
年
度
入
札
参
加
資
格
申
請（
工
事

・
委
託
業
務
・
物
品
購
入
等
）の
受
け
付

け

都
市
建
設
課

　

東
川
町
で
は
、
平
成
21
、
同
22
年
度

に
町
の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

を
対
象
に
、
入
札
参
加
資
格
の
申
請
を

受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
資
格
の
有
効
期
間
は
、
21
年
４

月
１
日
か
ら
23
年
３
月
31
日
ま
で
２
年

間
で
す
。
物
品
購
入
等
の
様
式
は
、
今

申
請
か
ら
独
自
様
式
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
提
出
様
式
の
内
容
等
に
つ
い
て
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

http://tow
n.higashikaw

a.hokkaid

o.jp/

受
付
日
時　

21
年
２
月
２
日
か
ら
（
月
）

　

か
ら
同
月
20
日
（
金
）
ま
で
、
午
前

　

９
時
か
ら
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝

　

１
年
ま
た
は
６
カ
月
前
納
で
は
納
付

額
が
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
方
は
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
引
き
落
と
し
す
る

早
割
制
度
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
り
替
え
に
よ
る
１
年
お
よ
び

６
カ
月
（
４
月
〜
９
月
分
）
前
納
は
、

平
成
21
年
２
月
末
ま
で
に
口
座
振
り
替

え
を
す
る
金
融
機
関
（
郵
便
局
含
む
）

ま
た
は
旭
川
社
会
保
険
事
務
所
へ
の
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

　

ん
、
お
母
さ
ん

日
時　

２
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
お
も
ち
ゃ
作

　

り
、
交
流
会

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

プ
レ

　

イ
ル
ー
ム

募
集　

15
組
程
度
（
予
約
が
必
要
）

臨
時
職
員
（
保
育
者
）
の
募
集

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
４
月
か

ら
勤
務
で
き
る
保
育
者
（
臨
時
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
2

月
13
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

採
用
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

原
則
と
し
て
幼
稚
園
教
諭

　

免
許
及
び
保
育
士
資
格
の
取
得
者
で

　

幼
児
教
育
保
育
に
熱
意
の
あ
る
健
康

　

な
方

採
用
年
月
日　

21
年
4
月
1
日

賃
金　

町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に
よ
る

勤
務
日　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の

　

週
5
日
勤
務

勤
務
時
間　

午
前
７
時
半
か
ら
午
後
７

　

時
ま
で
の
間
の
７
時
間
半
シ
フ
ト
制

提
出
書
類　

履
歴
書
、
幼
稚
園
教
諭
免

　

許
証
、
保
育
士
証
の
写
し

そ
の
他　

面
接
試
験
日
は
、
申
し
込
み

　

者
に
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す　
　
　

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

幼
児
セ

　

ン
タ
ー
（
東
川
町
西
4
号
北
8
番
地
）

　

☎
82
|
３
４
０
０

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

保
健
指

導
室
栄
養
士　

☎
82
|
２
１
１
１
（
内

線
５
０
４
）

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
幼

児
セ
ン
タ
ー
（
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
）
☎
82
|
５
１
０
０

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ヨ
ガ
教
室
」
を
開

き
ま
す

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
体
を
動
か

し
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
ま
せ
ん
か
。

心
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
13
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

内
容　

ヨ
ガ

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者
な
ら
ど
な

　

た
で
も

講
師　

上
田
京
美
さ
ん

持
ち
物　

タ
オ
ル
（
動
き
や
す
い
服
装
）

募
集　

15
組
程
度
（
予
約
が
必
要
。
託

　

児
希
望
者
に
は
託
児
室
を
用
意
し
ま

　

す
）                                        

子
ど
も
と
遊
ぼ
う
「
よ
ち
よ
ち
教
室
」

　

仕
事
で
忙
し
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
。
赤
ち
ゃ
ん
と
の
遊
び
方
、
お
困
り

ご
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

対
象　

零
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お
父
さ

　

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
次
の
振
替
日

　

に
翌
月
分
と
合
わ
せ
た
２
ヵ
月
分
が

　

振
り
替
え
と
な
り
ま
す
が
、
「
当
月

　

末
振
り
替
え
に
よ
る
早
割
」
を
ご
利

　

用
さ
れ
て
い
る
方
が
、
再
振
り
替
え

　

に
な
る
と
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
旭
川
社
会
保
険

事
務
所
☎
27
|
１
６
１
１
、
住
民
室

（
年
金
担
当
）
☎
82
|
２
１
１
１
（
内

線
１
２
３
）

食
事
で
健
康
「
栄
養
教
室
」

住
民
福
祉
課

　

不
適
切
な
食
事
の
摂
取
、
運
動
不
足

か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

こ
と
を
主
に
、
健
康
の
大
切
さ
を
考
え

ま
し
ょ
う
。
身
近
な
材
料
で
調
理
実
習

を
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
、
味
付
け
な
ど

を
確
認
し
て
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
よ

う
（
希
望
す
る
方
は
食
生
活
改
善
推
進

員
と
な
る
単
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）
。

対
象　

町
民
の
方
は
ど
な
た
で
も

日
時　

２
月
18
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ
ま
で

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
話
「
食
べ
て
防
ご
う
生
活
習

　

慣
病
（
高
血
圧
症
）
」
、
調
理
実
習
、

　

試
食
（
希
望
者
は
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
食
材
料
の
一
部
１
０
０
円
を

　

自
己
負
担
）

だ
さ
い
。
な
お
、
既
に
前
納
に
よ
る
口

座
振
り
込
み
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
毎
月
納
付
の
口
座
振
り
替
え

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
し
込
み
か

ら
１
〜
２
カ
月
後
に
引
き
落
し
が
開
始

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
年
お
よ
び
６
カ
月
（
４
月
〜
９
月

分
）
を
申
し
込
ま
れ
た
方
の
口
座
振
り

替
え
日
は
、
４
月
30
日
で
す
。

　

現
金
で
前
納
（
１
年
ま
た
は
６
カ
月
）

さ
れ
る
方
は
、
今
年
４
月
に
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
４
月
30
日
ま
で
に
金
融
機

関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
し
込
み
日
に
よ
っ
て
は
、
口
座
振

　

り
替
え
開
始
ま
で
に
時
間
が
か
か
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
り
替
え

　

で
の
引
き
落
し
を
ご
希
望
さ
れ
る
月

　

の
前
月
上
旬
ま
で
に
手
続
き
が
完
了

　

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

＊
振
替
日
に
残
高
不
足
で
振
り
替
え
で

5日

13日

3月  
1日

第4回東川町公共交通活性化協議会（午後３時、役
場）
環境省エコツーリズム講演会（午後１時、農村環境改
善センター）

東川高校卒業式（午前10時、体育館）

　
（前月比
（前月比＋
（前月比－
（前月比＋

　
7,818人
3,719人
4,099人
3,195戸

6人
11人
23人
18人

　
0人）
1人）
1人）
2戸）

人口・世帯数　12月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

人のうごき　12月16日～1月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
父

亘

直人

幸志

義継

和男

健一

　
母

めぐみ

美知子

絵美

麻生

一美

美樹

　
行政区

西区

南町1丁目
17区
17区
17区西町
17区西町

お 誕 生
生まれた子

那須　啓人

宍戸　一心

鈴木　紗彩

櫻井　翔斗

嘉藤　慶真

伊藤　大喜

  な  す      ひろと

 ししど　　いっしん

 すずき 　　さ　や

さくらい 　しょうと

  かとう 　けいしん

 いとう 　　ともき

行政区
　

27区

ご  結  婚
由川　順矢
前池　かおり｝

1年前納
口座振
り替え

3,620円

納付書 3,070円

6カ月前納
口座振
り替え

860円

納付書 700円
毎月納付
（当月末振
り替えによ
る早割り）

当月分 毎月50円
(年600円)

平成20年度読書感想文コンクール入賞結果 町教委生涯学習課

金　賞 佳　作銅　賞銀　賞部門

牧　　雛乃
（第三小）

多羽田伊乃里
（第二小）

杉山　太一
（第二小）

畑中　伽南
（第二小）

杉山　七星
（第二小）

園田　菜摘
（第二小）

岡本　　笑
（第二小）

岡本　　愛
（２年）

稲田　瑞希
（３年）

山田　陸人
（東川小）

笹村　太河
（東川小）

高森　燎治
（第三小）

平賀　　誠
（第二小）

なし

岩瀬　春華
（第二小）

岡本　　友
（３年）

佐藤　　光
（３年）

なし

なし

千葉菜々子
（第一小）

十河　琴音
（東川小）

丸谷　由香
（東川小）

なし

杉山　桃子
（２年）

なし

山本　陽太
（第二小）

加藤　玲
（第一小）

前村　美晴
（東川小）

宮地　　薫
（東川小）

明石　京花
（東川小）

青木　咲也
（東川小）

下田　和美
（１年）

関　　夏海
（２年）

三輪　瑚白
（第一小）

城戸みなみ
（第二小）

永島　優希
（第二小）

釣谷　颯紀
（第三小）

畑中　壮氏
（第二小）

林　　清楓
（東川小）

紺野　　愛
（２年）

戸花　　静
（３年）

岡村こゆき
（第三小）

西田　優月
（第三小）

大泉　泰平
（第二小）

笹村　星夜
（東川小）

横山　誠也
（第二小）

園田　萌衣
（３年）

牧　　紗綾
（１年）

早川　昌悟
（第一小）

高倉　梨音
（第一小）

工藤　百華
（第一小）

千葉　康生
（第三小）

山根紫緒里
（３年）

小学1年生
の部

小学2年生
の部

小学3年生
の部

小学4年生
の部

小学5年生
の部

小学6年生
の部

中学生
の部

高校生
の部

　　
歳

90歳
91歳
91歳
84歳
94歳
82歳
92歳
77歳

　　
行政区
北町2丁目
27区
17区西町
17区西町
11区
新栄
1区
22区

　
届出人
石澤　正義
加　　ち　子
　野　進
武重　博美
飛彈野　哲宏
森谷　美佐子
船城　澄子
紙谷　勝男

おくやみ
亡き人
下田　美和
加　　要
野村　博
武重　ヨシヱ
飛彈野　数右衛門
森谷　誠一
船城　辰三
紙谷　愛子

　町内小・中・高校生を対象に、昨年（7～9月下旬）応募した読書感想文コンクールの入賞者が決まりました。応募作品総数は
622作品（東川小245、第一小30、第二小42、第三小22、東川中78、東川高205）でした。受賞者は次の通りです（敬称略）。
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

５
年
前
東
川
町
柔
道
少
年
団
の
父
兄

が
集
ま
っ
て
結
成
し
た
の
が
き
っ
か
け
。

毎
週
練
習
を
積
み
重
ね
、
経
験
豊
か
な

他
チ
ー
ム
か
ら
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
勝
利

を
も
ぎ
取
り
ま
し
た
。

協
会
結
成
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参

加
者
を
募
集東

川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

第
23
回
協
会
結
成
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

２
月
15
日（
日
）午
前
９
時
（
開

　

会
式
、
主
将
会
議
は
同
８
時
45
分
）

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

参
加
対
象　

一
般
男
女
（
中
学
生
以
上
）

試
合　

６
人
制
リ
ー
グ
戦
（
男
女
別
）

申
し
込
み　

２
月
９
日
（
月
）
ま
で
に

　

東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

　

（
役
場
企
画
総
務
課
内
大
角
☎
82
|

　

２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム　

3
千
円
（
学
生

　

チ
ー
ム
2
千
円
）

老
人
ク
ラ
ブ
で
と
も
に
活
動
す
る
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

東
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
町

内
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
で
活
動
す
る
新

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
は
現
在
７

ク
ラ
ブ
。
３
４
８
人
の
会
員
が
各
種
文

化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
会
費

は
７
ク
ラ
ブ
平
均
で
年
額
２
千
円
程
度

で
す
。

会
場　

陸
上
自
衛
隊
札
幌
駐
屯
地
（
札

　

幌
市
中
央
区
南
26
条
西
10
丁
目
）

締
め
切
り　

４
月
13
日
（
月
）

【
自
衛
隊（
一
般
・
技
術
）幹
部
候
補
生
】

受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
て
い
る

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
22
歳
未

　

満
の
者
は
大
卒
（
見
込
み
含
）
、
22

　

年
4
月
1
日
現
在
）
、
大
学
院
修
士

　

学
位
取
得
者
（
見
込
み
含
）
、
自
衛

　

官
は
28
歳
未
満
の
者

試
験
日　

５
月
16
日
（
土
）
筆
記
試
験
、

　

５
月
17
日
（
日
）
筆
記
式
操
縦
適
性

　

検
査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

試
験
会
場　

別
途
通
知

締
め
切
り　

５
月
11
日
（
月
）

飛
彈
野
氏
、
ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度

に
出
資

　

昨
年
12
月
30
日
、
満
94
歳
で
逝
去
し

た
元
町
収
入
役
、
故
飛
彈
野　

数
右
衛

門
氏
の
長
男
哲
宏
氏
、
一
重
さ
ん
夫
妻

（
11
区
）
が
１
月
９
日
役
場
を
訪
れ
、

「
生
前
の
感
謝
と
お
礼
に
」
と
ひ
が
し

か
わ
株
主
制
度
に
多
額
の
出
資
を
し
ま

し
た
＝
写
真
＝
。

　

故
飛
彈
野
氏
は
、
１
９
１
４
（
大
正

３
）
年
生
ま
れ
。
１
９
３
１
（
昭
和
６
）

年
、
北
海
道
庁
立
永
山
農
業
学
校
を
卒

業
し
て
同
年
東
川
村
役
場
に
勤
務
。
１

９
７
５
（
昭
和
50
）
年
、
町
収
入
役
で

退
職
。
そ
の
後
も
町
選
管
委
員
長
、
町

立
リ
リ
ー
保
育
所
長
な
ど
公
職
を
務
め

ま
し
た
。

　

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
、
乾
板
式

自
衛
官
の
募
集

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ
も
自
衛

隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊
☎
22

|
０
６
４
８
、
役
場
企
画
総
務
課
☎
82

|
2
1
1
1
（
内
線
２
２
２
）
、
募
集

相
談
員
の
小
野
利
昌
さ
ん
（
西
7
号
北

25
）
☎
82
|
３
７
３
７　

【
予
備
自
衛
官
補
】

▼
一
般
公
募
試
験

採
用
対
象  

自
衛
官
未
経
験
者
ま
た
は

　

自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
１
年
未
満

　

で
あ
る
者

受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
て
い
る

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

種
目　

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性

　

検
査
、
身
体
検
査

期
日　

４
月
18
日
（
土
）
か
ら
同
月
20

　

日
（
月
）
の
間
の
い
ず
れ
か
１
日

会
場  

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

締
め
切
り  

４
月
13
日
（
月
）

▼
技
能
公
募
試
験

採
用
対
象　

自
衛
官
未
経
験
者
ま
た
は

　

自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
１
年
未
満

　

で
あ
る
者

受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
て
い
る

　

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有

　

す
る
者
（
例
：
衛
生
（
甲
・
乙
）
、

　

語
学
、
整
備
、
情
報
処
理
、
通
信
、

　

建
設
、
電
気
な
ど
）

種
目　

小
論
文
、
口
述
試
験
、
適
性
検

　

査
、
身
体
検
査

期
日　

４
月
18
日
（
土
）
か
ら
同
月
20

　

日
（
月
）
の
間
の
い
ず
れ
か
１
日

 
企
画
総
務
課
か
ら

臨
時
職
員
（
一
般
事
務
補
助
）
の
採

用
　

東
川
町
は
、
年
間
を
通
し
て
町
臨
時

職
員
の
希
望
者
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

欠
員
の
状
況
に
よ
っ
て
、
登
録
者
の
中

か
ら
選
考
で
採
用
し
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
種
・
職
務
内
容　

一
般
事
務
補
助　

　

（
書
類
整
理
、
電
話
対
応
、
来
客
対

　

応
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
デ
ー
タ
入

　

力
・
文
書
作
成
な
ど
）

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
土
・
日
・

　

祝
日
は
休
み
）
午
前
８
時
半
〜
午
後

　

５
時
半
ま
で
の
間
の
７
時
間
半

登
録
方
法　

所
定
の
用
紙
（
定
数
外
職

　

員
履
歴
書
）
、
ま
た
は
市
販
の
履
歴

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
本
人

　

の
顔
写
真
を
貼
付
し
て
、
ご
本
人
で

　

直
接
総
務
室
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

所
定
の
用
紙
は
、
企
画
総
務
課
総
務

　

室
に
備
え
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

採
用
方
法　

登
録
者
の
中
か
ら
選
考
で

　

採
用
し
ま
す
。
登
録
後
直
ち
に
採
用

　

さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
登
録
は
１
年
間

　

有
効
で
す
（
受
け
付
け
順
の
採
用
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
平
成
21
年
４
月

　

１
日
か
ら
若
干
名
採
用
予
定
で
す

お
問
い
合
わ
せ　

総
務
室
☎
82
|
２
１

１
１
（
内
線
２
２
３
）

カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
り
始
め
、
以
来
80

年
間
に
わ
た
っ
て
町
の
人
々
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
、
友
人
や
家
族
の
姿
、
旭
岳

・
天
人
峡
温
泉
街
の
変
遷
の
様
子
な
ど
、

歴
史
の
一
コ
マ
を
写
真
や
16
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
の
映
像
と
し
て
克
明
に
記
録
し
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

道
社
会
貢
献
賞
、
町
文
化
賞
、
第
17

回
東
川
賞
、
町
長
表
彰
（
平
成
20
年
度

一
般
功
労
）
受
賞
な
ど
。
（
今
月
号
の

表
紙
写
真
は
飛
彈
野
氏
の
遺
作
で
す
）

「
大
雪
山
自
然
学
校
」
の
夏
季
臨
時

職
員
を
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
団

体
）
ね
お
す
（
札
幌
）
は
、
東
川
町
で

勤
務
す
る
今
年
の
夏
季
臨
時
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
向
き
合
う
一
方
で
、
多
く
の

利
用
者
と
係
わ
る
接
客
サ
ー
ビ
ス
業
で

す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
や
子
ど
も
自
然
体
験

活
動
の
業
務
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

年
間
約
16
万
人
が
訪
れ
る
大
雪
山
国

立
公
園
で
、
利
用
者
に
よ
る
公
園
管
理

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
々

国
立
公
園
内
に
通
い
、
豊
か
な
自
然
の

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

業
務　

旭
岳
の
散
策
路
維
持
、
レ
ク
チ

ャ
ー
、
巡
視
、
美
化
清
掃
、
自
然
案
内

ガ
イ
ド
、
町
青
少
年
野
営
場
の
管
理
、

自
然
体
験
活
動
の
実
施
な
ど
全
般

期
間　

５
月
中
旬
〜
11
月
上
旬

給
与　

同
団
体
規
定
（
労
災
保
険
、
雇

　

用
保
険
、
健
康
保
険
、
交
通
費
あ
り
）

休
日　

シ
フ
ト
制
月
８
休
（
時
期
に
よ

　

っ
て
変
動
有
り
）

勤
務
地　

主
に
大
雪
山
国
立
公
園
旭
岳

　

・
天
人
峡
地
区

そ
の
他　

自
動
車
普
通
免
許
所
有
者　

　

（
自
家
用
車
を
通
勤
に
利
用
で
き
る

　

方
）
。
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
共
同
生
活

　

が
可
能
な
場
合
も
あ
り

選
考　

書
類
選
考
の
上
、
随
時
面
接
の

　

ご
連
絡
を
い
た
し
ま
す
（
面
接
は
札

　

幌
事
務
所
を
予
定
）

締
め
切
り　

履
歴
書
（
別
紙
８
０
０
字

　

以
内
で
志
望
動
機
、
自
己
Ｐ
Ｒ
）
を

　

添
え
て
２
月
20
日
（
必
着
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
ね
お
す
（
担
当
・
荒
井
）
☎
０

　

１
１
|
６
１
５
|
３
９
２
３
（
札
幌

　

市
中
央
区
宮
の
森
２
条
14
丁
目
１
|

　

14
）
。
Ｅ
メ
ー
ル
は
、
ｎ
ｐ
ｏ
＠
ｎ

ｅ
ｏ
ｓ
.
ｇ
ｒ
.
ｊ
ｐ

　

役
場
を
訪
れ
た
久
末
さ
ん
ご
夫
婦
は

「
い
も
か
す
料
理
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ず
続
け
た
い
」

と
意
欲
的
で
し
た
。

　

Ｊ
Ｖ
Ａ
表
彰
は
、
今
年
で
９
回
目
。

１
月
20
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
千
代
田
区
）
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
起
業
家
、
地
域
起
業
家
、

起
業
支
援
家
、
起
業
教
育
の
４
部
門
で

全
国
19
人
・
団
体
が
受
賞
。
道
内
か
ら

は
地
域
起
業
家
部
門
で
奨
励
賞
を
受
賞

し
た
は
ま
す
い
㈱
（
増
毛
）
、
浜
本
義

夫
社
長
と
２
人
だ
け
の
受
賞
で
す
。

す
ま
い
る
倶
楽
部
が
町
内
９
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
初
優
勝

東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

昨
年
12
月
21
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
東
川
町
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第
28
回
町
技

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
、
す
ま
い
る
倶

楽
部
が
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
＝

写
真
＝
。

お
か
め
食
堂
の
久
末
さ
ん
、
中
小
企

業
庁
長
官
賞
を
受
賞

　

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
国
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
＝
事
務
局
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
（
東
京
）
＝
の
日
本
ベ
ン
チ
ャ

ー
賞
（
Ｊ
Ｖ
Ａ
２
０
０
９
）
起
業
支
援

家
部
門
で
、
町
内
の
飲
食
店
「
定
食
お

か
め
」
経
営
の
久
末
晃
平
さ
ん
、
美
穂

さ
ん
が
中
小
企
業
庁
長
官
賞
を
受
賞
。

１
月
22
日
、
松
岡
市
郎
町
長
に
受
賞
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

西
町
９
の
道
道
沿
い
で
定
食
屋
を
経

営
す
る
か
た
わ
ら
、
自
ら
脱
サ
ラ
し
て

食
堂
の
経
営
を
始
め
た
経
験
を
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
、
３
年
前
か
ら
起
業
希

望
者
に
経
営
相
談
の
無
料
ア
ド
バ
イ
ス

を
始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
店
舗
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て

起
業
塾
を
主
宰
し
、
資
金
計
画
、
経
営

準
備
、
技
術
指
導
な
ど
、
各
界
講
師
を

呼
ん
で
無
償
で
定
期
的
な
講
習
会
を
し

て
起
業
家
育
成
し
て
い
る
点
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

入
会
の
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

は
、
事
務
局
の
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

82
|
２
７
７
０
、
事
務
局
長
の
石
澤
さ

ん
（
自
宅
）
☎
82
|
５
１
４
６

東
川
９
条
の
会
の
３
月
例
会
を
開
き

ま
す

東
川
９
条
の
会

　

東
川
９
条
の
会
の
３
月
例
会
を
開
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
２
日
（
月
）
午
後
６
時
半

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
研
修
室

内
容　

講
義
「
ガ
ー
ナ
の
人
々
か
ら
見

　

え
る
私
た
ち
の
社
会
」
。
講
師
は
北

　

海
道
開
発
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
鷲

　

見
美
由
紀
さ
ん

参
加
費　

１
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ　

矢
部
さ
ん
☎
82
|
５

　

４
７
０

無
料
調
停
相
談
会
を
開
き
ま
す

旭
川
調
停
協
会

　

旭
川
調
停
協
会
（
則
末
尚
大
会
長
）

は
、
旭
川
地
方
裁
判
所
、
旭
川
家
庭
裁

判
所
の
所
属
民
事
・
家
事
調
停
員
が
担

当
す
る
無
料
調
停
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

金
銭
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
家
庭
内
の

暴
力
・
不
和
問
題
な
ど
、
お
困
り
ご
と

の
相
談
を
何
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

３
月
４
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

旭
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
６
階

　

特
設
会
場
（
旭
川
市
宮
下
通
７
丁
目
）

受
け
付
け　

当
日
会
場
で

お
問
い
合
わ
せ　

旭
川
調
停
協
会
事
務

　

局
☎
51
|
６
２
５
４
（
旭
川
地
方
裁

　

判
所
事
務
局
総
務
課
内
）

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
講
演
会

を
開
き
ま
す環

境
省
道
地
方
環
境
事
務
所

　

環
境
省
道
地
方
環
境
事
務
所
は
、
大

雪
山
国
立
公
園
旭
岳
・
天
人
峡
地
区
を

中
心
と
し
た
滞
在
型
観
光
の
活
性
化
を

考
え
る「
地
域
を
元
気
に
！
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
考
え
る
」講
演
会
を
開
き
ま
す
。

　

講
師
は
、
国
内
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
の
中
心
的
人
物
と
し
て
活
動
し
て

い
る
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

研
究
所
（
長
野
県
軽
井
沢
町
）
代
表
の

理
学
博
士
、
南
正
人
氏
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
）
法
人

「
ピ
ッ
キ
オ
」
（
長
野
県
軽
井
沢
町
）

の
理
事
長
を
経
て
、
昨
年
同
研
究
所
を

設
立
。
軽
井
沢
で
ク
マ
な
ど
の
保
護
と

被
害
防
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

専
攻
は
動
物
社
会
生
態
学
、
特
に
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
行
動
生
態
学
。
自
然
環
境

の
保
全
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
、

環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
実

践
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
13
日（
金
）午
後
1
時
か
ら

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
大
ホ

　

ー
ル
（
当
日
参
加
可
能
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

役
場
産

　

業
振
興
課
☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線

　

１
３
５
）
、
環
境
省
東
川
自
然
保
護

　

官
事
務
所
☎
82
|
２
５
２
７
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子
育
て
チ
ャ
ン
ネ
ル

子
育
て
チ
ャ
ン
ネ
ル

くらし・ネットワーク

「
青
春
キ
ャ
ッ
チ
5・
7・
5」（
平
成
19年

度
入
選
作
品
）

キ
ャッ
チ
賞
か
じ
か
む
手
　温
め
笑
う
　優
し
い
手

（
高
校
生
の
部
　
山
根
紫
緒
理
）

文
化
ギ
ャ
ラ
リー
展
示
案
内

●
1
月
6
日（
火
）～

2
月
16
日（
月
）

　・
飛
彈
野
数
右
衛
門
写
真
展

　　　「
ぼ
く
の
日
記
帳
は
、カ
メ
ラ
だ
っ
た
。」

●
1
月
28
日（
水
）～

2
月
16
日（
月
）

　・
全
日
本
写
真
展
2008

●
2
月
3
日（
火
）～

2
月
16
日（
月
）

　・
スト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
展

　　飯
塚
達
央
写
真
展「

identity」

●
2
月
18
日（
水
）～

3
月
9
日（
月
）

　・
林
明
輝
写
真
展

　「
大
き
な
自
然
大
雪
山
／
森
の
瞬
間
」　

＜
参
加
募
集
＞

＊
作
品
解
説
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
神
々
の
大
地
を
共
に
歩
い
て
」

林
明
輝（
写
真
家
）×
佐
久
間
弘（
山

楽
舎
BEAR

代
表
）

日
時
： 2月

22日（
日
）13：30～

場
所
：
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
参
加
無
料
）

  社協だより

温かい善意ありがとう

ございます

　1
2月16日から1月15日

までに社会福祉事業にご

寄付をいただきました方

は次のとおりです。

《ご香典の返礼にかえて》

2
7区　　　加　ち　子様

北町２丁目石澤　正義様

1
1区　　　飛彈野哲宏様

新栄区　　森谷美佐子様

１区　　　船城　澄子様

2
2区　　　紙谷　勝男様

今月のくらしの相談日

ご案内

　町民のみなさんの困っ

ていることなど、相談日

を設けて毎月一回第3木

曜日午後１時半から同４

時まで社協相談室で相談

に応じています。

　今月の相談日と相談員

は次のとおりです。

2月19日 山口佐知子

各
種
大
会
成
績

【
ス
キ
ー
】

◇
第
34
回
全
道
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
記
録

会
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
カ
ッ
プ
旭
川
地
区
予

選（
１
月
11
日
・
サ
ン
タ
プ
レ
ゼ
ン
ト
パ
ー
ク
）

＜
男
子
＞

▼
中
学
生

①
原
城
湧
太
（
東
川
）
③
小
原
彰
人
（
東

川
大
雪
ス
キ
ー
少
年
団
）

【
卓
球
】

◇
旭
川
地
区
中
学
生
新
人
大
会
（
昨
年

12
月
23
日
・
旭
川
市
総
合
体
育
館
）

＜
男
子
＞

▼
準
決
勝
　

三
浦
恵
斗（
広
陵
）３
－１
袴
田
真
太
郎（
東
川
）

▼
決
勝

三
浦
恵
斗（
広
陵
）３
－
１
和
田
直
樹（
東
川
）

＜
女
子
＞

▼
準
々
決
勝

三
浦
ほ
の
か（
広
陵
）３
－
０
宮
坂
彩
音（
東
川
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

１
．
入
居
申
込
書

２
．
住
宅
等
状
況
申
告
書

３
．
平
成
19
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
所
得
の
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

４
．
納
税
証
明
書
（
平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
町
内
に
住
所
が
あ
っ
た
方
は
同
意
書
で
可
）

５
．
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

６
．
印
鑑

※
下
線
の
つ
い
て
い
る
書
類
は
、
税
務
課
収
納
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
3
、
4
の
書
類
は
、
入
居
予
定
者
の
中
で
所
得
の
あ
る
方
全
員
分
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

受
付
場
所

募
集
戸
数

お
申
し
込
み
に

必
要
な
も
の

2
月
2
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

税
務
課
収
納
室
（
役
場
庁
舎
1
階
4
番
窓
口
）

3
戸

入
居
申
し
込
み
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
2
条
第
6
号
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
入
居
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

申
し
込
み
者
が
募
集
戸
数
を
上
回
る
場
合
に
は
、
公
開
抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
（
開
催
日
は
未
定
）

平
成
21
年
3
月
上
旬

家
賃
の
3
カ
月
分

入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
所
得
金
額
の
あ
る
方
2
人

税
務
課
収
納
室
　
☎
82-2111

（
内
線
122
）

そ
の

他

選
考
方
法

入
居
予
定
日

敷
金

連
帯
保
証
人

お
問
い
合
わ
せ

募
集
団
地

場
　
所

間
取
り
･
戸
数
･
家
賃

建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

そ
　
の
　
他

・
3LD

K
（
80.9

㎡
)

・
1
戸
（
2
階
中
央
）

・
55,000

円
～

　
72,600

円

・
平
成
9
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
2
階
建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1
台

南
団
地
B
1

南
町
1
丁
目
7
番

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

●
家
族
向
け
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

①入居資格

（
１
）
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方

（
２
）
世
帯
の
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る
収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方

※
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
団
地

場
　
所

間
取
り
･
戸
数
･
家
賃

建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

そ
　
の
　
他

●
単
身
者
用
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・
1LD

K
（
37.2

㎡
)

・
2
戸
（
1
階
端
・
2
階
端
）

・
30,400

円
～

　
40,200

円

・
平
成
6
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
2
階
建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
オ
ー
ル
電
化
住
宅

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1
台

西
町
団
地

ア
ヴ
ニ
ー
ル
Ⅰ

西
町
1
丁
目
9
番

②③入居資格

（
１
）
昭
和
31
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
単
身
の
方

（
２
）
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る
収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方
、
ま
た
は
入
居
後
所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
方

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

林
明
輝
写
真
展
よ
り18
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子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
６
年

目
。
今
年
度
初
め
て
１
歳
児
ク
ラ
ス

の
担
任
に
な
り
ま
し
た
。
「
立
つ
」

か
ら
「
歩
く
」
、
「
な
ん
語
」
か
ら

「
会
話
」
、
体
の
成
長
発
達
も
著
し

い
１
歳
児
は
、
自
我
が
芽
生
え
て

「
依
存
」
か
ら
「
自
立
」
へ
と
成
長

し
て
い
き
ま
す
。
簡
単
に
言
う
と

「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
幼
児
」
へ
心
も
体

も
成
長
す
る
時
期
で
す
。

「
何
で
も
自
分
で
や
り
た
い
」

　

１
歳
児
は
、
人
間
ら
し
く
成
長
発

達
す
る
過
程
で
自
我
形
成
も
強
く
表

れ
、
依
存
と
自
立
の
は
ざ
ま
で
「
い

や
」
や
「
自
分
で
」
と
自
己
主
張
が

生
ま
れ
ま
す
。

　

ズ
ボ
ン
を
自
分
で
履
き
た
く
て
、

「
じ
ぶ
ん
で
！
」
と
頑
張
る
の
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
１
本
足
に
な
っ
て

し
ま
う
、
な
か
な
か
履
け
な
く
て
最

後
に
は
ズ
ボ
ン
を
投
げ
て
怒
っ
て
い

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

そ
っ
と
手
伝
っ
て
あ
げ
る
と
、
な

ん
と
か
自
分
で
履
け
て
大
喜
び
！　

こ
の
時
に
「
で
き
た
」
と
思
う
達
成

感
が
と
て
も
重
要
で
、
次
に
「
や
っ

て
み
よ
う
」
と
思
う
力
に
な
り
ま
す
。

　

つ
い
つ
い
全
部
手
伝
っ
た
り
、

「
も
う
時
間
が
な
い
！
」
と
大
人
の

都
合
か
ら
自
分
で
や
ら
せ
な
い
時
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
芽
生
え
た

ば
か
り
の
自
我
を
育
む
に
は
、
根
気

よ
く
見
守
り
、
や
り
遂
げ
る
ま
で
待

つ
姿
勢
が
大
切
で
す
。
「
自
分
で
や

り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
つ
い
つ
い
手
や
口
が
出
て
…
」

　

み
ん
な
で
い
る
か
ら
や
り
取
り
が

生
ま
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
も
出
て
き
ま
す
。

「
か
み
付
き
」
「
引
っ
か
き
」
は
こ

の
時
期
の
子
ど
も
に
よ
く
見
ら
れ
る

行
動
で
す
。

　

お
も
ち
ゃ
が
欲
し
い
か
ら
取
り
上

げ
て
し
ま
う
。
「
い
や
」
と
言
え
な

い
か
ら
た
た
い
て
し
ま
う
。
た
た
か

れ
る
と
つ
い
か
ん
で
し
ま
う
。

言
葉
で
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
か
ら
、

先
に
手
や
口
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
で
相

手
の
気
持
ち
を
知
っ
た
り
、
自
分
の

気
持
ち
を
分
か
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
を
学
ん
で
い

く
の
で
す
。

　

「
い
や
だ
っ
て
言
お
う
ね
」
と
言

葉
で
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

繰
り
返
し
伝
え
て
い
ま
す
。
繰
り
返

す
こ
と
で
少
し
ず
つ
理
解
し
て
、
そ

の
間
に
心
も
体
も
成
長
し
ま
す
。

　

「
い
や
だ
」
が
言
え
る
よ
う
に
な

る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
や
り
取
り
は

広
が
り
、
深
く
な
り
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
の
貸
し
借
り
で
は
、

「
か
し
て
」
↓
「
や
だ
よ
」
↓
「
か

し
て
」
↓
「
や
だ
よ
」
と
壊
れ
た
レ

コ
ー
ド
の
よ
う
。
そ
こ
に
保
育
者
が

同
じ
物
を
渡
す
と
「
同
じ
ね
」
と
２

人
で
に
っ
こ
り
。

　

貸
し
借
り
で
け
ん
か
に
な
っ
て
い

る
友
だ
ち
を
見
て
、
自
分
が
使
っ
て

い
る
お
も
ち
ゃ
を
差
し
出
す
と
い
う
、

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
生
ま
れ

る
子
も
。

「
大
人
を
よ
ー
く
見
て
い
る
」

　

１
歳
の
子
ど
も
た
ち
は
、
お
友
だ

ち
や
大
人
の
姿
を
じ
っ
く
り
見
て
い

ま
す
。
面
白
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

ま
ね
し
て
み
ま
す
。
お
母
さ
ん
や
保

育
者
の
姿
も
す
ぐ
に
ま
ね
し
た
く
な

り
ま
す
。

　

オ
ム
ツ
と
お
尻
拭
き
を
持
ち
出
し

て
、
お
人
形
の
オ
ム
ツ
交
換
を
し
た

り
、
午
睡
（
ご
す
い
）
時
に
「
ね
ん

ね
よ
」
と
自
分
は
寝
な
い
で
お
友
だ

ち
を
ト
ン
ト
ン
し
た
り
、
病
院
ご
っ

こ
で
「
先
生
、
具
合
悪
い
か
も
…
」

と
言
っ
た
ら
、
本
気
で
心
配
し
て
他

の
保
育
者
に
頼
ん
で
体
温
計
を
持
っ

て
き
た
子
も
い
ま
し
た
。

　

小
さ
な
お
母
さ
ん
や
先
生
が
た
く

さ
ん
い
る
１
歳
児
ク
ラ
ス
で
す
。
大

人
も
子
ど
も
た
ち
の
良
い
モ
デ
ル
に

な
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
は
す
ば
ら
し
い

子
ど
も
の
成
長
は
す
ば
ら
し
い

東
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー  　
　
　
　
　
　
　

　

立　

川　

千　

晴  

（
１
歳
児
ク
ラ
ス
担
任
）
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保健だより
for Healthy Life

恐ろしい生活習慣病の相関関係と町内特定健診の結果

血
糖
値
が
高
い
人
は
町
内
65
％
も

特
定
健
診
で
分
か
っ
た

生
活
習
慣
病
予
備
軍
の
多
さ

　

昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
特
定
健

診
。
町
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
昨

年
特
定
健
診
を
受
診
し
た
人
は
５
０
１
人

で
し
た
（
４
月
か
ら
12
月
末
ま
で
）
。
国

保
特
定
健
診
の
対
象
と
な
る
方
は
町
内
に

約
２
千
人
い
ま
す
か
ら
、
受
診
率
は
国
保

特
定
健
診
受
診
率
の
目
標
65
％
に
対
し
て

４
分
の
１
、
25
％
し
か
い
ま
せ
ん
。
自
分

の
健
康
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
自
分

自
身
だ
け
。
ご
自
身
の
健
康
に
も
っ
と
関

心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

検
査
デ
ー
タ
の
数
値
で
分
か
る
重
大

な
病
気
の
予
兆

　

次
ペ
ー
ジ
の
図
は
健
診
を
受
け
て
い
た

だ
い
た
方
の
検
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
異

常
値
を
示
し
た
人
の
数
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
こ
の
図
で
は
、
内
臓
肥
満
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
血
管
が
傷
み
始
め
、
最
終
的

に
は
脳
卒
中
（
脳
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
・

脳
内
出
血
・
く
も
膜
下
出
血
）
、
心
臓
病

（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
）
な
ど
、
重
大
な

後
遺
症
を
伴
う
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

　

ご
自
身
の
検
査
デ
ー
タ
は
ど
の
段
階
で

し
ょ
う
か
？　

異
常
値
を
示
し
た
項
目
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？　

　

町
内
５
０
１
人
の
検
査
デ
ー
タ
を
み
る

と
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ

ー
ワ
ン
シ
ー
＝
過
去
１
カ
月
間
の
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
状
態
）
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
）
、

最
高
血
圧
の
順
に
健
康
な
範
囲
の
基
準
値

を
超
え
て
い
る
人
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

生
活
習
慣
病
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
が
基
準
値
を

超
え
て
い
た
方
は
、
受
診
者
の
３
分
の
２

近
い
65
％
に
も
達
し
て
い
ま
し
た
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
、
血
圧
な
ど
に
異

常
値
の
重
な
り
が
あ
る
ほ
ど
血
管
が
詰
ま

り
や
す
く
な
り
、
糖
尿
病
、
脳
卒
中
、
心

臓
病
な
ど
の
発
症
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

農
家
地
区
で
は
、
休
憩
時
間
に
甘
い
缶

コ
ー
ヒ
ー
や
缶
ジ
ュ
ー
ス
、
菓
子
パ
ン
な

ど
を
食
べ
て
い
る
、
と
い
う
話
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
高
カ
ロ
リ
ー
で
糖

分
を
過
剰
に
含
ん
で
い
ま
す
。

　

「
体
を
動
か
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」

と
油
断
し
て
い
る
と
血
糖
値
が
異
常
に
高

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
数
値
上
肥
満
と

ま
で
は
判
断
さ
れ
な
い
方
の
中
に
も
健
診

デ
ー
タ
が
異
常
値
を
示
し
て
い
る
方
が
多

く
い
ま
し
た
。

◇

　

昨
年
４
月
に
送
付
し
た
国
保
特
定
健
診

受
診
券
の
有
効
期
限
は
今
年
２
月
末
日
ま

で
で
す
。
ま
だ
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
で
き
る
医
療
機
関
は
、
町
立
診
療

所
、
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
、
勤
医
協

一
条
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。
ご
自
身
の
都
合

の
良
い
時
に
受
診
で
き
ま
す
（
ど
ち
ら
も

事
前
予
約
が
必
要
）
。
役
場
住
民
福
祉
課

保
健
指
導
室
保
健
師
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

血
糖
値
が
高
い
人
は
町
内
65
％
も

特
定
健
診
で
分
か
っ
た

生
活
習
慣
病
予
備
軍
の
多
さ

　

健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
は
、
健
康
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
各
種
の
健
康
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
を
私
た
ち
に
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
重
大

な
病
気
へ
の
予
兆
と
い
え
る
体
調
の
変
化
は
、
自
覚
症
状
が
表
れ
て
か
ら
で
は
も
う
取
り
返
し
が
付
き
ま
せ
ん
。
健
康
な
毎
日
を
過
ご

す
た
め
、
ご
自
身
の
健
康
管
理
に
特
定
健
診
を
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

危険！危険！恐ろしい生活習慣病の相関関係と町内特定健診の結果
数値は、健診で異常値を発見した人数／501人中の該当者数
（　　）で示した数値は正常範囲の値

②ウエスト径　134人
基準値 
男性85cm以上、女性90cm以上

①BMI　126人
体重(kg)

身長(ｍ)×身長(m)
正常＝18.5～24.9
肥満＝25以上

内蔵肥満
肝機能異常

血圧異常尿酸値異常
（痛風）

血糖値異常中性脂肪異常

ＧＯＴ　66人　（～30）
ＧＰＴ　73人　（～30）

γ-ＧＴＰ　50人　（～50）

最高血圧

最低血圧

204人
　

83人
　

（～129）

　（～84）

空腹時

随時

HbA1c

158人
　
人

　
328人

（～99）

（～139）

（～5.1）

42人
（～6.9）

心電図所見異常
（冠動脈の変化）

57人

心
臓
病

（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
）

脳
卒
中

（
脳
梗
塞
・
脳
出
血
・

　
　

く
も
膜
下
出
血
）

閉
塞（
へ
い
そ
く
）

性
動
脈
硬
化

糖
尿
病

腎
臓
病

（所見なし）

眼底検査異常
（細動脈の変化）

0人
（H0 S0）

クレアチニン
値異常

6人
（～1.19）

尿タンパク
異常

73人
（－）

92人
（35～149）

HDLコレステ
ロール値異常

41人
（40～80）

LDLコレステ
ロール値異常
280人

（80～119）

潜
在
的
に
進
行

血
管
が
傷
み
始
め
る

血
管
の
変
化

健
康
障
害

飲酒
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N
o.664 February 2009 本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。

また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

2月 February

保健カレンダー
お問い合わせ
●住民福祉課保健指導室　☎82－2111

【2月分】
13:00～14:00
13:30～　　  

10:00～13:00

12:45～13:15

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊び体験教室＞
  6日（金）テーマ「3、4歳児お店屋さんごっこ」… 10:00～11:30
27日（金）テーマ「1、2歳児お店屋さんごっこ」… 10:00～11:30

＜遊びの広場＞
（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）……9:00～12:00
2日・3日・4日・9日・10日・16日・17日・18日・
23日・24日・25日

※会場は幼児センターです！

おいしい手料理
　今月はバレンタインデーにちなんで、「混ぜるだけで簡
単・おいしい、失敗なし」という高橋さんの簡単手作りお
菓子２品目です。甘～く幸せなひと時をどうぞ。

＜材料＞（直径18㌢㍍型１個分）
●チョコレート（ビターまたはスイート）…130㌘
●グラニュー糖…50㌘
●バター …100～120㌘
●生クリーム…80㌘
●卵黄…玉子４個分
●薄力粉…50㌘（一部（３分の１程度）をアーモンドプードルにす
　るとコクのある仕上がりになります。その場合、油分が多くなる
　のでバターは少し減らす)
●ココア（無糖の純ココアを使用)…30㌘
●卵白…玉子４個分
●グラニュー糖…80㌘
●好みの洋酒(ラム･ブランデーなど)…適量

＜下準備＞
○粉類は合わせてふるっておく。
○オーブンをセ氏180℃で予熱しておく。
○型に薄くバターを塗り、型に合わせて切ったオーブンペーパーを
　張っておく。

＜作り方＞
① 材料Ａをすべて耐熱ボールに入れ、電子レンジで解かす（３分間
　 くらい)。もしくは湯せんで解かす。
② ①をホイッパーでなめらかになるまで混ぜ、次いで卵黄をよく混
　 ぜながら1個ずつ入れる。洋酒を加える場合はここで入れてよく
　 混ぜる。
③ 合わせてふるった薄力粉とココアを②のボールに入れ、ホイッパ
　 ーで粉っぽさがなくなるまで混ぜる。
④ メレンゲを作る（卵白に、２、３回に分けてグラニュー糖を加え、
　 ピンと角（つの）が立つくらいのしっかりしたメレンゲにする）。
⑤ ③にメレンゲの３分の１を入れ、ホイッパーでよくなじませる。
　 残りのメレンゲを２回に分けて入れ、ゴムべらでさっくり混ぜ合
　 わせる。
　 ※メレンゲの白い部分が残らないように‼
⑥ 型に流し入れ（型を軽くトントンと落とし、型入れした材料の空
　 気を抜く)、セ氏180℃のオーブンで25～30分間くらい焼く。焼き
　 上がったらオーブンから出し、型のまま冷ます。
⑦ 冷めたら型から出し、粉糖（分量外)を茶こしで振って完成。

　冷たくしたものに７分立てくらいの生クリームを添えて召し上が
れ！　マフィン型にペーパーを敷き、八分目くらいまで入れて同様
に焼くと、プレゼント用に小さなケーキが12個くらい出来ます。焼
き時間は15～20分間が目安です。
※ラズベリー(冷凍)などをトッピングして焼くと見た目にもかわい
く仕上がります。その場合はココアの分量を減らし、洋酒も軽めの
ものに代えると酸味とのバランスが取れます。（高橋　美智子さん）

【食べて健康・豆知識】
　　洋菓子の材料は玉子、バター、生クリーム、砂糖など。バター
や生クリームをたっぷりと使うほど甘くておいしいので、いくらで
も食べることができそうですね。でもそんなお菓子ほど要注意。高
カロリー、高脂肪です。食べ過ぎは肥満、脂質異常症、糖尿病など
生活習慣病を引き起こしかねません。適量を心がけましょう。この
ガトーショコラ１個分のカロリーは約2900㌔カロリー。ご飯１杯
分（約100㌘）の熱量と比較すると、18杯分にもなりますよ。

　　　　　　　　　　　（住民福祉課栄養士　中村　弘美さん）

　今月はバレンタインデーにちなんで、「混ぜるだけで簡
単・おいしい、失敗なし」という高橋さんの簡単手作りお
菓子２品目です。甘～く幸せなひと時をどうぞ。

＜材料＞（直径18㌢㍍型１個分）
●チョコレート（ビターまたはスイート）…130㌘
●グラニュー糖…50㌘
●バター …100～120㌘
●生クリーム…80㌘
●卵黄…玉子４個分
●薄力粉…50㌘（一部（３分の１程度）をアーモンドプードルにす
　るとコクのある仕上がりになります。その場合、油分が多くなる
　のでバターは少し減らす)
●ココア（無糖の純ココアを使用)…30㌘
●卵白…玉子４個分
●グラニュー糖…80㌘
●好みの洋酒(ラム･ブランデーなど)…適量

＜下準備＞
○粉類は合わせてふるっておく。
○オーブンをセ氏180℃で予熱しておく。
○型に薄くバターを塗り、型に合わせて切ったオーブンペーパーを
　張っておく。

＜作り方＞
① 材料Ａをすべて耐熱ボールに入れ、電子レンジで解かす（３分間
　 くらい)。もしくは湯せんで解かす。
② ①をホイッパーでなめらかになるまで混ぜ、次いで卵黄をよく混
　 ぜながら1個ずつ入れる。洋酒を加える場合はここで入れてよく
　 混ぜる。
③ 合わせてふるった薄力粉とココアを②のボールに入れ、ホイッパ
　 ーで粉っぽさがなくなるまで混ぜる。
④ メレンゲを作る（卵白に、２、３回に分けてグラニュー糖を加え、
　 ピンと角（つの）が立つくらいのしっかりしたメレンゲにする）。
⑤ ③にメレンゲの３分の１を入れ、ホイッパーでよくなじませる。
　 残りのメレンゲを２回に分けて入れ、ゴムべらでさっくり混ぜ合
　 わせる。
　 ※メレンゲの白い部分が残らないように‼
⑥ 型に流し入れ（型を軽くトントンと落とし、型入れした材料の空
　 気を抜く)、セ氏180℃のオーブンで25～30分間くらい焼く。焼き
　 上がったらオーブンから出し、型のまま冷ます。
⑦ 冷めたら型から出し、粉糖（分量外)を茶こしで振って完成。

　冷たくしたものに７分立てくらいの生クリームを添えて召し上が
れ！　マフィン型にペーパーを敷き、八分目くらいまで入れて同様
に焼くと、プレゼント用に小さなケーキが12個くらい出来ます。焼
き時間は15～20分間が目安です。
※ラズベリー(冷凍)などをトッピングして焼くと見た目にもかわい
く仕上がります。その場合はココアの分量を減らし、洋酒も軽めの
ものに代えると酸味とのバランスが取れます。（高橋　美智子さん）

【食べて健康・豆知識】
　　洋菓子の材料は玉子、バター、生クリーム、砂糖など。バター
や生クリームをたっぷりと使うほど甘くておいしいので、いくらで
も食べることができそうですね。でもそんなお菓子ほど要注意。高
カロリー、高脂肪です。食べ過ぎは肥満、脂質異常症、糖尿病など
生活習慣病を引き起こしかねません。適量を心がけましょう。この
ガトーショコラ１個分のカロリーは約2900㌔カロリー。ご飯１杯
分（約100㌘）の熱量と比較すると、18杯分にもなりますよ。

　　　　　　　　　　　（住民福祉課栄養士　中村　弘美さん）

おいしい手料理

 バレンタインデーに手作りケーキを贈ってみませんか？

【ガトーショコラ】

※会場は保健福祉センターです！

【3月分】

6日

18日
23日
27日

（金）

（水）
（月）
（金）

もぐもぐ教室
乳幼児健診
　　　　　　　　　（通知者以外は14:30～）
栄養教室
子育て相談
3歳児健診

6日
17日
19日
24日
30日

（金）
（火）
（木）
（火）
（月）

ごっくん教室、乳幼児健診
栄養教室
元気っ子クッキング
移動献血車来町
子育て相談

申し込み制

予約制

予約制

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

Ａ

ソースB


